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｢厳冬の日高連山を上空から望む｣
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北海道腎臓病患者連絡協議会



7リコの　｢OK保険｣覇僻舶保険
今までの生命保険にご契約できない方のための新しい保険-今､アリコから登場o

過去の病気や事故が原因て㌔

保険をあきらめてはいらっしゃいませんか｡

あなたのために生まれた保険でTf.

●40地で保険金300万円にご契約の場合(55歳払済み)　●給付内容
o)小破の･llAl(がlh梢のTr.. FJJで討)仙'(のElかL】lAOH Lllllに牝L=さrll_糊11ま7､

は.).′エ†L北柄で死亡された糊lT. 300JJFJl如,･支払いLます｡

官柄'LLで牝亡きItf=糊でナ

lLHl一代払込tれ旅nfll 】lifl

2年lト仰JJrrH1泣抜･'tTの2000)

1fl ll-120JJLlHl媒縦令のl()クu)

1LI I卜1糾)JJIJ=lri徐令のtJDOo)

51fl# -3-･伽拙いしけ｡

辺2EI Llかし,lfl LlまででLtti!､込(泣fi刑がl.LllkP･1-号EはつをL J即. tLl珠も､止1人

的I川rlliLl如,･土払L Lます｡

●保険料

9.5 10日川山,)です｡似iiJTrJElりは1:1仰げ十日仙1- 10tLlJll】のjAでナです｡

●キャッシュ′くリュ- (解約返戻金)

o K t策掛土l'ガLL:わたるご'mJl二なりますが､辻小で).やめ(:なる城(ナ､キャブ/ユ

′'/-)ユ｣ (tWJJ呈/JH-)をお土山,しますc

lーとぇば. 11川日にiJやめになった梢れI'相,柑Ol)ほお支払いしよす｡

●献品欝熟.
①保険･榊'1兆′l三のlG織が..::'い巧の恥Hf.従来の

保険にご契約できない-)JJのための1呆険です｡
仙歳Ll卜のJiで　艇の′r利設uLL:iT.)引半枚†け二JmE)でさfJJは.二の1染

FhE二はごJR妄'Jできませ/i.

(診上那r_症がある域介でも､
ほとんどの方がこ焚約になれますD
lIlL.6カH L州L: T祥1人院､ If】僚TJどのご縫鞭のあるノJはごIR約になれT+i

●　∴∴　∴･･-･･････
(彰どんな職業の方でt'ニーJR約になれます｡

⑤保険料は15年fHIのh棚払い｡
しかも保F糾よ一生約束されます｡
このほか､今期払いもあります｡

●ご契約内容
t坑随J爺の吋捕れ　誠WLtiF州JiLません

払t即i粒　割くt妓帳へのL4:虹はでさませ/L｡

rT約は付加でさよせ^.

●お払込期間およびご契約年齢
15fI払い　6荘-7''逢

乍Jgl払い　L一歳-('0歳

●Jt高保険金額
6 -5鳩3伽JJrlJ GO-G5∫3r?00J川(1-75'k l''0JJEll

●保険料(例)性根*100JJllJL:つきfl山Hl)1

世界を安心でネットする生命保険会社

^hEt) aLJ,.}jjpIJht.,'g
〒060札幌市中央区南1条東1丁目大通バスセンタービル℡(011)222-3271

担当日下部･JJ･村

お聞合せ>北海道腎臓病患者連絡協議会　事務局



本
人
負
担
一
割
阻
止
で
き
ず

給
食
､
一
部
薬
剤
負
担
は
今
回
見
送
り

呼
生
粥
の
医
蝶
保
険
制
度
改
畔
案
の
取
扱
い
に

つ
い
て
l
月
十
九
日
､
竹
下
蔵
相
､
渦
部
仰
和
'

藤
碑
官
房
長
官
b
政
府
側
と
'
田
中
幹
部
投
'
藤

尾
政
調
会
長
'
金
丸
総
務
全
学
b
自
民
首
脳
と

の
間
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
､
旧
葉
を
1
部
惟
正

し
て
こ
の
七
月
か
ら
制
度
改
正
を
英
施
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
｡

厚
生
S
:
は
'
こ
の
合
鳶
に
哉
つ
き
米
年
度
予
算

の
概
賓
要
罪
業
の
手
沢
し
を
実
施
し
'
二
十
日
の

来
年
虚
子
耳
･
大
君
策
で
も
'
こ
の
幡
正
案
に

基
づ
い
て
医
頼
保
険
関
係
の
予
算
案
が
内
示
さ
れ

た
が
'
合
意
に
通
し
て
椎
正
案
は
'
医
群
東
通
正

化
の
推
漣
を
別
に
し
て
'
の
希
用
令
保
険
本
人
の

給
付
率
に
つ
い
て
'
六
十
l
年
度
か
ら
八
割
､
そ

れ
ま
で
の
間
'
六
十
一
年
度
か
ら
八
割
'
そ
れ
ま

で
の
肌
.
九
捌
志
望
と
す
る
'
何
語
食
材
料

費
の
給
付
除
外
に
つ
い
て
は
見
送
る
'
③
ビ
タ
ミ

ン
剤
や
総
合
感
‖
準
健
田
朋
秦
簿
の
t
淋
恭
剤

の
締
付
除
外
に
つ
い
て
は
'
薬
剤
使
用
の
適
正
化

を
榊
抱
と
し
て
､
兇
送
る
'
④
廿
…
師
所
紬
省
の
通

用
除
外
に
つ
い
て
は
見
送
る
が
'
た
だ
し
標
準
報

酬
の
上
限
の
引
L
1
.
t
等
に
よ
り
､
保
険
料
負
担
の

適
正
化
を
図
る
-
な
ど
と
い
う
も
の
(
別
室
o

た
だ
し
'
退
職
額
医
村
制
度
の
別
項
こ
れ
に

伴
う
国
保
へ
の
同
価
補
助
率
の
引
下
げ
(
現
行
医

群
費
の
四
五
%
プ
ラ
ス
駁
時
財
軟
調
軽
交
付
金
か

ら
給
付
共
の
二
分
の
1
に
)
'
及
び
日
雇
健
保
を
廃

止
し
て
'
そ
の
対
象
額
を
健
康
保
険
の
体
系
の
対

象
に
取
り
入
れ
る
捕
疋
'
高
雅
群
発
や
支
給
制
度

の
改
正
(
現
行
五
万
1
0
0
0
円
を
五
万
四
〇
〇

〇
円
に
引
上
げ
､
被
用
老
保
険
本
人
に
も
適
用
す

る
)
I
と
い
う
相
生
S
:
の
塀
策
に
つ
い
て
は
'
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
英
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡

い
ず
れ
も
本
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
､
被
用
命
保
険
本
人
の
締
付
牢
の

椎
正
に
つ
い
て
は
'
呼
生
粥
塀
策
通
り
l
準
に
八

割
折
付
と
し
た
場
合
'
告
の
負
わ
ー
増
が
大
き
く
'

各
柚
の
公
共
料
金
の
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
'
国
民
の
反
発
を
ま
ね
く
だ
け
で

を
く
､
底
蝶
関
係
団
体
か
ら
も
'
そ
れ
を
実
施
し

た
糊
合
'
安
治
の
抑
制
､
疾
病
の
=
+
期
発
見
･
=
i

期
拍
嫌
を
挙
り
せ
'
ひ
い
て
は
医
棟
梁
の
増
加
を

も
た
ら
す
な
ど
､
強
い
反
対
意
見
が
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
-
を
ど
を
配
慮
し
た
た
め
o

給
食
材
料
費
､
一
部
蒸
剤
の
締
付
除
外
の
見
送

り
も
'
川
棚
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
､

粉
食
材
料
費
の
給
付
除
外
に
つ
い
て
は
､
全
議

員
の
中
に
は
ホ
‖
き
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
'

そ
の
代
わ
り
に
､
入
院
時
に
被
用
瀬
保
険
の
本
人

と
川
棚
'
百
五
〇
〇
円
の
定
鮎
一
部
爪
的
慮

用
話
保
険
家
族
'
掴
保
に
も
雅
人
す
る
こ
と
が
内

示
さ
れ
て
い
る
｡

し
か
し
'
二
十
E
l
臼
に
な
り
､
自
民
党
社
会
部

会
の
反
対
決
派
を
貸
け
て
'
同
党
の
赫
稚
政
禦
.
i

位
が
'
竹
下
礎
相
'
渡
部
〃
相
に
見
送
り
を
求
め

た
こ
と
か
ら
'
1
蛇
し
て
祥
入
し
を
い
こ
と
が
決

ま
り
'
現
行
の
被
用
額
保
険
本
人
の
入
院
時
一
部

れ
純
に
つ
い
て
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
o

な
お
標
戦
報
酬
の
ヒ
跳
改
定
は
'
祥
用
布
保
険

で
現
行
月
郁
四
七
万
円
が
七
1
万
円
に
'
回
保
で



健保改悪案
厚相が語間

『璽

;:- ･ ･,ぜ

(10月24日)

(医蝶保険制度改革案)

1. 1真横費適正化の手許選を講ずる0

2.給付の見所:しについては､次のとおり繕

正するo

(1)本人給付率は, 61年度から8割,それ

まで-の間､ 9割とする｡

(21給食材料牛の給付除外については見送

るo

L3)一部燕剤の給付除外については､躯弄り

使用の適正化をl狩総として､見送るo

(4)砧鮒締付者の適用除外については見送

るo　ただし､積弊報酬の上限の引上げ簿

により､保険料負抱の適正化をEg]るo

3.退職者医療制度のfirJi投､これに伴う国保

【司鵬補且カの引下げ､ E]展健保の健イ呆への統

合については､原案通りとするC

は
納
税
年
部
が
二
八
万
円
か
ら
三
五
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
る
見
込
み
｡

医
棟
焚
適
正
化
の
推
進
'
医
蝶
保
険
制
度
の
改

革
に
よ
り
､
当
籾
将
生
竹
は
約
六
二
〇
〇
億
円
の

医
棟
東
に
対
す
る
同
価
神
助
の
削
減
を
企
図
し
て

い
た
が
'
今
回
の
帽
正
案
に
よ
っ
て
も
'
兼
価
基

坤
の
大
幅
引
下
げ
の
三
月
英
施
な
ど
に
よ
っ
て
'

医
棟
8
(
適
正
化
に
よ
る
効
果
縦
が
当
初
見
込
み
の

l
四
六
〇
億
円
よ
り
大
幅
に
増
え
て
l
八
〇
〇
億

円
程
度
と
な
る
こ
と
'
入
院
時
定
離
負
抱
の
維
人
'

退
職
名
医
棟
制
度
の
創
泊
と
国
保
の
同
価
補
助
の

削
減
に
よ
っ
て
へ
給
食
材
料
W
 
l
部
薬
剤
の
給

付
除
外
の
見
送
り
等
で
見
込
ん
で
い
た
削
減
分
も

あ
る
程
度
吸
収
で
き
る
た
め
'
六
〇
〇
〇
億
円
程

度
の
も
の
は
削
減
出
来
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
O

し
か
し
'
今
回
の
幡
正
業
に
つ
い
て
も
'
被
用

瀬
保
険
本
人
の
忠
君
机
が
大
鵬
に
坤
～
J
る
こ
と
'

窓
口
霧
に
つ
い
て
も
繁
雑
化
は
避
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
な
ど
か
ら
'
医
蝶
関
係
同
体
'
労
働
組

合
､
箕
柑
体
は
こ
ぞ
っ
て
反
溌
し
て
お
り
､
健

保
過
な
ど
の
支
払
f
F
L
L
l
作
も
､
制
度
間
財
政
調
整
に

よ
る
退
職
歪
棟
制
度
の
創
設
が
そ
の
ま
ま
残
っ

た
こ
と
で
危
機
感
を
深
め
て
い
る
｡

呼
生
S
=
と
し
て
は
､
こ
の
催
正
案
に
基
づ
p
三

十
七
日
の
社
会
保
険
辞
林
貨
に
医
棟
保
険
制
度
の

改
革
案
を
正
式
に
諮
問
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
､

こ
の
よ
う
な
伯
勢
か
ら
'
医
蝶
保
換
制
度
の
改
革

問
題
に
つ
い
て
は
人
′
後
も
貯
余
曲
折
が
予
想
さ
れ

る
｡

年
7
月
か
ら
健
保
本
人
一
割
負
担

年
度
か
ら
二
割
負
担
へ

あ
き
ら
め
ず
に
運
動
を
強
め
よ
う

相
生
粥
は
l
H
二
十
五
日
'
昭
和
五
十
九
年
哩

予
算
の
救
相
楽
が
閣
議
淡
滋
し
た
の
を
爪
<
け
て
､

社
会
保
険
解
凍
会
､
社
会
保
抑
別
便
傭
捕
会
に
対

し
健
嬢
保
険
制
燈
の
｢
改
野
寒
を
諮
問
し
ま
し

た
o

諮
問
の
主
な
内
群
は
t
e
耗
用
瀬
保
険
(
健
保
'

船
〓
'
兆
消
)
本
人
の
給
付
や
(
弊
汀
十
別
)
を

六
十
l
年
贋
か
ら
八
判
に
L
t
そ
れ
ま
で
の
川
は

九
別
と
す
る
@
現
行
五
万
l
千
円
の
:
=
滋
蝶
束
懲

‖
己
爪
的
関
哩
鰍
を
五
万
四
千
円
と
す
る
(
他
所

絹
布
は
外
米
三
万
九
千
円
､
入
院
三
万
円
)
.
被
用

頚
保
険
本
人
も
:
=
描
棚
殺
伐
を
‡
約
す
る
@
‥
川
燈

●

の
挺
棚
を
松
伏
す
る
と
認
め
ら
れ
る
挺
蝶
機
関
等

で
蝶
井
を
空
け
た
と
き
.
S
:
別
の
サ
ー
ビ
ス
'
泊

蝶
材
料
顎
で
箕
の
選
択
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と

相
生
大
臣
が
淀
め
る
嫉
轟
を
C
.
:
]
け
た
と
き
に
は
槻

菜
費
を
女
約
す
ゑ
襟
郵
報
酬
E
r
棚
の
上
限
を
七

十
l
万
円
(
現
行
g
l
+
七
万
円
)
と
L
t
ド
剛
を

六
方
八
千
円
(
税
行
三
万
円
)
と
す
る
.
何
退
職
満

床
蝶
を
n
u
淵
す
る
⑥
同
伴
へ
の
川
畑
補
肋
や
を
引

き
下
げ
る
'
な
ど
と
な
っ
て
お
り
'
そ
の
父
碓
咋

州
も
本
年
七
月
一
日
と
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
改
菜
は
､
昨
年
八
円
に
〃
生
S
:
が
地
米

し
た
当
抑
繁
か
ら
み
れ
ば
'
入
院
時
良
市
代
の
l

粘
れ
抱
'
ビ
タ
ミ
ン
剤
､
か
ぜ
*
.
…
日
並
な
ど
の

L
綾
給
付
除
外
と
い
っ
た
策
は
､
令
相
場
な
ど
牡

令
川
体
そ
の
他
の
強
い
戊
対
も
あ
っ
て
中
止
さ
れ

ま
し
た
が
､
健
保
本
人
の
八
制
約
付
は
､
山
｢
南
九

別
と
す
る
も
の
の
'
当
初
案
ど
お
り
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
o
ま
た
､
｢
･
:
=
川
雌
伏
糠
､
特
別
の
サ
ー

ビ
ス
の
松
伏
｣
に
つ
い
て
一
部
付
膝
を
適
川
す
る

と
し
な
が
ら
､
i
t
t
t
=
f
徴
収
を
は
め
拡
大
し
て
い
く

ぞ
7
4
万
を
折
た
に
一
小
し
､
拭
蝶
に
祇
純
に
よ
る
耗

別
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
o



●

透
析
患
者
は
ど
う
な
る

厚
生
医
療
を
適
用
と
云
う
が

こ
の
攻
懸
案
が
純
t
Z
J
さ
れ
る
と
'
迫
町
協
叫
梢

局
に
は
'
全
氾
各
地
の
全
日
ら
か
ら
､
｢
改
潜
さ
れ

る
と
通
析
仙
叢
は
ど
う
を
る
の
だ
｣
と
い
う
問
い

合
せ
の
屯
満
が
油
日
の
よ
う
に
耳
せ
ら
れ
て
い
ま

す
0

枚
慨
が
実
施
さ
れ
た
と
し
た
ら
'
透
析
箕
の

医
糖
作
は
ど
う
李
@
の
で
し
ょ
う
か
o

ま
ず
､
こ
れ
ま
で
柵
冶
時
や
入
院
時
の
f
部
f

税
愈
り
外
は
‖
己
f
l
租
の
な
か
っ
た
鞍
川
瀬
保
牌

本
人
も
一
別
宍
十
一
年
雌
か
ら
二
刑
)
の
n
担

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
l
刑
の
f
l
相
で
も
H

に
四
､
五
万
円
に
な
る
か
ら
大
変
で
す
｡
当
響
)

の
分
は
l
E
を
挺
蝶
の
給
付
を
い
人
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
｡
仰
生
れ
十
許
で
も
こ
の
分
を
比
込
ん
で
い

ま
す
｡
し
か
し
､
安
生
指
郷
の
約
付
が
空
け
ら
れ

る
人
は
指
畠
蝶
機
関
で
治
棚
を
E
d
t
け
る
人
に
以

ら
れ
ま
す
｡

仰
生
挺
蝶
が
適
用
さ
れ
る
預
は
迅
内
で
透
析

預
の
あ
る
所
で
'
四
十
六
ヶ
所
｡
朽
謹
さ
れ
て

お
ら
ず
､
雨
蛙
心
蕗
箔
ホ
医
蝶
費
助
成
に
な
る

と
お
も
わ
れ
る
も
の
は
四
十
三
ヶ
所
で
あ
り
ま
す
o

(
二
月
未
配
重

圧

生

医

霊

札
頼
市
　
北
大
拭
院
'
札
幌
医
大
へ
市
立
札
幌
'

幌
嘩
北
滋
､
西
札
唄
い
の
け
'
開
成
'
佐
淋

札
幌
束
ク
リ
ニ
ッ
ク
'
札
幌
北
ク
リ
二
ノ
ク
'
田

島
ク
リ
ニ
ノ
ク
'
液
汁
､
勤
医
協
中
央
､
東
札
幌

三
村
会
'
小
援
蓑
'
市
立
小
村
琴
一
'
こ
の
外

科
ク
リ
二
ノ
ク
'
鵜
川
'
沌
部
外
帝
欄
科
'
石

田
戊
併
泌
併
器
科
'
棚
田
ク
リ
二
ノ
ク
'
道
北
碗

院
'
旭
川
医
大
'
旭
川
日
赤
'
十
身
　
茸
仏
ク
リ

二
ノ
ク
､
帯
広
協
A
l
{
苫
小
牧
　
小
西
､
苫
小
牧

市
立
総
合
'
千
秋
'
王
子
総
合
､
寺
田
泌
盗
科

憲
　
新
日
鉄
基
棚
'
釧
路
　
市
立
釧
鞘
総
合
'

釧
神
君
{
北
見
　
石
田
､
消
す
北
火
　
稚
内

稚
内
要
総
合
'
斗
南
　
画
鈍
協
会
'
函
館
五
械

那
'
市
立
函
銘
'
沖
辺
泌
械
器
料
､
南
空
知
　
岩

見
沢
霊
総
合
'
市
立
三
笠
総
合
'
要
義

中
中
元
　
渦
川
ク
リ
ニ
ソ
ク
.
滝
川
市
立
'
市
立

赤
平
総
合
　
以
上
　
四
十
六
慧

呼

生

医

歪

札
輯
市
　
捲
上
自
衛
隊
札
幌
､
河
口
内
科
'
光

坑
泌
碓
器
科
'
戸
沢
'
中
野
'
蝶
札
.
･
官
の
森
脳

神
経
外
科
'
宮
梓
内
科
'
広
田
'
仁
愛
会
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
'
札
幌
中
央
'
泌
尿
器
科
石
川
'
北
三

条
内
科
'
う
え
と
'
北
成
'
新
札
7
,
g
.
(
.
.
サ
ン
､
南
l

条
､
小
用
逢
着
朝
里
､
小
舟
北
生
､
田
中
内
科

官
萌
珊
萌
市
立
禁
じ
　
旭
川
　
要
旭
川
'
市

立
士
別
整
口
へ
十
勝
帯
広
第
1
､
帯
広
西
'
娼

雌
泌
似
撚
村
'
ほ
井
'
苫
小
牧
浦
河
赤
土
ナ
'

室
冊
　
沢
山
､
日
鋼
=
3
.
台
､
伊
婚
亦
十
十
'
洲
苅

協
会
'
釧
路
　
釧
路
山
女
､
釧
淋
赤
十
字
'
林
田

町
立
叩
･
L
L
.
市
十
八
根
･
l
J
j
L
.
北
見
　
>
;
我
､
氷
雨
､

伸
即
(
S
,
泌
城
誹
料
'
平
附
櫛
夫
泌
妹
那
科
'
町
立

八
竹
(
南
空
知
　
七
菜
'
夕
那
市
立
.
以
上
朋
十

三
施
泊
　
ま
た
'
ぜ
生
挺
蝶
は
人
工
述
折
に
か

か
わ
る
拭
棚
だ
け
で
す
か
ら
'
僻
村
や
そ
の
他
の

桝
ハ
刈
の
泊
棚
を
.
l
i
け
た
川
合
は
l
別
の
f
l
机
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
入
院
時
一
部
n
純
金
も

l
R
生
扶
蝶
に
は
珊
川
徽
山
北
率
と
い
っ
て
'
姫
m
T

哩
の
小
器
の
捕
す
る
代
将
の
所
村
税
桝
に
応
じ
た

n
杓
が
碓
せ
ら
れ
ま
す
o

未
指
定
機
関
は

当
面
は
㊥
で

空
戦
出
城
の
指
漣
機
関
以
外
の
揃
院
で
透
析
冶

蝶
を
C
.
.
1
7
け
て
い
る
人
は
､
当
然
更
生
挺
蝶
は
嘩
見

ま
せ
ん
｡
沖
縄
敗
を
除
く
各
部
涼
蝦
に
は
虫
健

路
恭
択
琳
甥
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
'
こ

の
糾
雌
を
泊
川
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
し
か
し

こ
の
;
1
月
i
公
館
医
蝶
別
便
も
､
;
恥
に
よ
っ
て
は
透

析
堂
日
を
対
象
に
し
て
い
な
か
っ
た
り
社
会
保
険

本
人
を
対
象
外
に
し
て
い
る
県
も
あ
り
ま
す
.
従

っ
て
､
=
T
L
急
に
退
析
箕
や
珪
藻
険
本
人
も
=
J
E

蝉
｢
屯
身
｣
の
対
象
と
す
る
Ⅷ
衝
が
必
祭
で
す
C

北
海
道
の
均
合
は
､
社
会
保
険
本
人
を
対
象
外

に
し
て
お
り
ま
す
o
遇
で
は
非
公
式
で
す
が
'
三

別
れ
抱
を
し
て
い
る
人
'
二
別
n
抱
を
し
て
い
る



人
(
川
山
健
保
仙
人
L
=
の
官
族
'
社
会
化
綾
の
常

襲
.
I
)
か
噂
過
川
さ
れ
て
い
る
の
に
今
回
の
一
別

爪
純
だ
け
を
除
外
す
る
の
は
お
か
し
い
と
の
叫
で

一
測
爪
抱
に
･
.
あ
嘉
川
す
る
方
針
の
よ
う
だ
が
､

花
々
l
刑
n
I
I
 
1
裾
の
m
i
を
迫
に
反
映
さ
せ
'
こ
れ

を
確
父
に
油
川
す
る
よ
う
泊
や
奨
'
<
に
対
し
紫
朗

す
る
必
背
が
あ
る
O

ペ
く
;
.
確
的
に
､
淡
名
で
'
地
鳥
講
の
増
長
　
　
る
下
枇
畠
し
ま
し
ょ
う
｡

日
や
地
方
へ
中
央
の
析
叩
テ
レ
ビ
な
ど
に
加
え

具
体
例
を
地
元
国
会
議
員

マ
ス
コ
ミ
へ
訴
え
よ
う

甘;I I対
応
で
き
る
医
療
機
関
に
限
定

の
C
A
P
D
に
も
健
保
適
用

l
日
か
ら

道
に
対
す
る
働
き
か
け
は
大
切
で
す
が
'
そ
れ

よ
り
も
い
ま
山
も
妾
な
の
は
'
こ
の
改
妾
そ

の
も
の
を
炎
現
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
o

い
ま
'
社
会
保
険
辞
嘩
貨
で
浦
榊
架
に
つ
い
て

護
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
'
凍
礎
才
の
中

で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
七
糊
で
多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の

追
い
は
あ
る
も
の
の
､
改
慾
に
反
対
す
る
1
,
‥
苑
が

強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
o
ま
た
､
浦
川
ど
お
り

に
川
合
に
拙
出
さ
れ
て
も
t
 
r
h
党
の
l
部
油
日
も

付
め
て
収
対
正
妃
も
雌
く
t
 
l
l
t
生
¶
架
ど
お
り
に

成
立
す
る
か
ど
う
か
微
妙
と
折
朋
な
ど
で
も
稚
迫

さ
れ
て
い
ま
す
o

｢
改
懸
さ
れ
た
ら
札
の
糊
合
は
こ
れ
だ
け
n
わ

が
叩
見
る
'
こ
れ
だ
け
の
収
入
の
中
で
'
い
く
ら

の
弘
州
で
は
生
捕
で
き
な
い
｣
例
え
ば
'
同
会

漸
減
や
j
i
!
.
岬
つ
く
り
に
大
き
な
力
に
な
る
で
し
ょ

う
0

｢
私
は
○
○
桃
の
瓜
額
で
'
0
0
年
か
ら
ム
仙
郷

轟
け
て
い
ま
す
｡
い
ま
H
に
0
0
日
ー
の
f
l
m
が

あ
り
ま
す
が
'
健
保
が
改
感
さ
れ
る
と
0
0
円
の

れ
机
州
に
な
り
ま
す
o
甘
族
は
〇
〇
人
で
収
入
は

o
o
E
で
す
が
､
日
.
J
n
杓
州
に
よ
っ
て
生
泊
は

大
変
沖
し
く
な
り
へ
冶
棚
に
も
彬
邪
が
で
ま
す
C

加
持
川
の
改
感
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｣
な

ど
と
'
健
保
改
惣
油
川
紫
の
<
;
･
 
'
t
に
そ
っ
て
な
る

●

巾
央
態
.
在
陣
l
a
i
喉
仏
膿
三
中
.
&
堕
は
l

H
二
十
四
口
､
川
日
付
生
大
臣
か
ら
満
朋
の
あ
っ

た
診
蝶
紬
剛
に
つ
い
て
､
三
月
山
H
か
ら
二
･
七

九
%
の
引
き
上
げ
牽
け
う
こ
と
臭
=
申
し
ま
し
た
o

e
′
川
改
止
の
七
な
内
･
7
%
は
'
粒
急
伏
棚
の
収
l
:
I

的
牌
佃
'
入
院
料
の
引
き
上
げ
へ
折
技
術
の
瑠
人
､

三
L
R
間
接
苑
疾
瓜
の
拡
大
な
ど
で
'
人
工
腎
臓

も
含
め
て
l
舵
的
な
接
柄
杓
な
ど
に
藁
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
｡

こ
の
巾
で
'
約
根
術
の
将
人
と
し
て
､
か
ね
て

か
ら
全
町
協
が
督
求
し
て
い
た
C
A
P
D
(
∩

己
洩
机
携
行
式
服
犠
流
)
に
つ
い
て
'
｢
別
に
l
i
.
i

生
大
臣
が
淀
め
る
粍
_
-
空
堀
碑
に
漣
片
し
て
い
る
と

郎
氾
脚
恥
知
叫
が
川
仙
め
る
保
険
扶
棚
確
関
に
わ
い

て
t
H
己
浅
野
け
式
肘
騒
流
を
行
っ
て
い
る

入
院
中
の
生
り
以
外
の
巾
若
に
対
し
て
､
･
;
己
油

紙
狩
汀
式
脱
脂
流
に
関
す
る
指
浬
叩
用
を
行
っ

た
瑚
人
目
に
二
月
に
四
回
を
以
境
と
し
て
七
〇
〇

～
:
:
姦
･
檻
す
る
｣
と
し
て
健
保
の
適
川
を
認
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
｡

●

こ
の
雄
は
嫉
郷
は
､
c
c
<
P
D
小
岩
の
緊
(
也

遥
折
に
対
応
す
る
た
め
'
人
t
i
E
脱
が
･
 
+
指
炎
施

b
r
舵
な
こ
と
S
緊
急
手
術
が
叶
能
か
'
そ
の
よ
う

な
捕
･
a
と
議
を
と
れ
る
こ
と
吋
c
A
P
D
の
粕

淵
輯
叩
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
糊
所
が
あ
る
こ
と

④
牧
化
.
十
線
允
'
血
液
摘
禿
､
徳
竹
拘
綿
花
が
で

き
る
こ
と
(
6
%
ま
た
は
C
<
P
D
の
経
験
が
五

f
F
H
上
あ
る
挺
師
が
･
'
=
{
蛇
し
て
い
る
こ
と
⑥
川
じ

く
二
年
以
ト
の
維
煩
の
あ
る
t
G
凋
如
ま
た
は
准
れ

P
:
肘
が
･
:
:
払
し
て
い
る
こ
と
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

+o
こ
れ
に
よ
り
､
二
日
l
L
H
か
ら
れ
宅
で
も
<
P

D
磯
ほ
が
他
作
過
川
と
な
り
ま
し
た
が
'
水
淵
伏

q
t
.
Y
-
機
関
の
下
紙
V
,
が
三
日
一
｡
ま
で
に
は
糊
に
人
目

わ
な
い
た
め
､
淡
際
に
は
何
日
目
降
に
な
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
.
ま
た
､
t
a
牡
灰
城
の
越
川
も
'

｢
す
で
に
通
桁
に
叫
f
I
三
伏
蝶
が
過
川
さ
れ
て
い
る

の
で
川
他
な
い
｣
(
2
掠
れ
抑
T
C
)
と
し
て
い
ま

す
が
､
供
仰
榊
糊
'
薬
局
の
朽
止
の
下
桃
が
あ
る

た
め
'
三
月
に
は
州
に
合
わ
な
い
校
椛
で
す
｡



交流盛ん-東北へ､銀座へ､永田町へ 

代表派遣し､各種大会で活動を展開 

昨年から､今年にかけて道腎協の代表が各地で行なわれた催物に 

参加し､全国の仲間と交流し､成果を挙げているoその中から三つ 

の催物に参加した三氏からの報告です○ 

●
医
療
保
険
制
度
改
悪
阻
止

全
国
反
対
集
会
へ
参
加
し
て

室
棚
地
方
E
E
友
会

佐

　

　

藤

　

　

利

　

　

国

十
二
月
二
十
四
日
架
小
で
開
か
れ
た
｢
挺
郷
保

険
制
度
の
改
潜
に
反
対
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
川
息

祈
･
家
族
整
と
に
私
は
'
北
海
氾
難
l
s
迎
賓
棚

准
㈲
会
か
ら
参
加
し
ま
し
た
が
､
述
作
協
か
ら
は

運
(
:
･
蕃
山
の
中
村
信
夫
さ
ん
が
行
く
こ
と
に
な
り
'

二
十
四
日
千
歳
十
時
光
の
憎
に
乗
り
ま
し
た
o

機
上
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
と
J
う
こ
と
で
日

本
航
空
で
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
さ
ん
が
サ
ン
タ
の

衣
娘
で
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
ポ
ラ
ロ
イ
ド
藁
の

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
お
り
､
私
通
も
写
し
て
い
た
だ

け
る
と
T
1
う
幸
運
に
潜
ま
れ
ま
し
た
.
(
写
し
て
も

ら
う
咋
　
丁
綿
に
行
っ
た
仲
川
か
ら
年
が
い
も
な

く
の
･
T
1
)

午
前
十
時
相
生
祈
玄
関
前
姓
人
口
に
は
通
折
の
関

係
で
私
娼
は
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
'
卜

三
時
ま
で
食
間
笑
あ
全
域
で
あ
る
何
労
会
館
へ

行
き
ま
し
た
o

変
l
J
で
は
役
目
の
力
か
ー
義
と
行
動
に
つ
い

て
油
さ
れ
､
又
､
来
藩
挨
拶
で
は
今
回
開
文
政
の

役
目
の
カ
か
ら
E
=
ん
な
と
一
綿
に
'
医
蝶
保
険
制

度
改
感
に
佼
対
す
る
悪
日
芸
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
｡

各
芋
川
体
へ
地
城
代
炎
の
方
か
ら
い
ま
ま
で

の
状
況
禦
U
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
'
私
は
祭
日
を

聞
い
て
い
て
強
く
g
i
)
じ
た
こ
と
は
'
私
漂
着
だ

け
で
な
く
国
民
的
関
越
と
し
て
､
=
T
糊
分
光
'
脚

困
究
明
､
根
本
的
泊
棟
法
の
確
立
が
机
適
す
る
の

で
は
な
く
'
日
本
の
棚
祉
行
政
全
体
が
後
迎
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
=
思
い
ま
し
た
｡

巣
山
蟹
1
綾
す
ぐ
､
四
時
か
ら
鮮
雌
へ
挺
蝶
保

険
制
度
改
懸
反
対
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
進
を
行
な

っ
た
の
で
す
が
､
い
く
J
束
小
で
も
タ
カ
に
な
る

と
潅
い
で
す
o

米
桝
の
寒
む
空
の
下
､
巾
相
子
を
含
め
行
進
し
'

私
は
チ
ラ
シ
ま
き
を
相
当
し
た
の
で
す
が
退
行
く

人
は
な
か
-
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
(
北
海

迫
の
方
が
良
い
み
た
い
で
す
)
賓
が
こ
う
ま
で

し
て
な
ぜ
訴
え
て
少
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

な
あ
…
-
日
本
は
ま
だ
太
当
の
祈
祉
川
･
>
で
は
な

い
こ
と
を
認
減
殺
し
ま
し
た
〇

二
年
綾
に
は
医
蝶
保
険
の
二
別
れ
約
を
㈹
会
へ

松
山
す
る
こ
と
を
将
生
X
:
で
述
べ
て
お
り
'
阿
据

年
金
の
兇
托
し
も
検
当
さ
れ
て
お
り
ま
す
o

私
通
は
先
盤
が
築
い
て
き
た
貴
会
の
紙
み
疏

ね
を
引
y
J
継
ぎ
'
一
渉
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
‖
心

っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
り

夕
食
は
佃
的
先
の
新
橋
第
一
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
キ
ン
グ
で
'
料
理
の
欄

輔
が
三
十
皿
以
上
並
び
紙
み
物
も
ジ
ョ
ノ
キ
-
.

ウ
イ
ス
キ
-
帯
紙
み
放
嘩
食
べ
放
嘩
ケ
～
キ

の
お
ま
け
ま
で
付
き
こ
の
よ
う
な
雰
朋
ハ
山
の
中
で

会
川
の
仲
胴
と
交
流
会
(
お
土
液
交
換
会
も
あ
り

ま
し
た
)
を
行
な
い
ま
し
た
o

地
域
で
は
捕
物
す
る
人
も
少
な
く
'
が
ん
ば
っ

て
い
る
人
達
だ
け
あ
っ
て
そ
の
灘
を
見
て
い
る
と

未
来
に
T
f
詔
が
も
て
て
き
た
こ
と
を
述
べ
､
繋
t
u

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
o



東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
初
参
加

遺
腎
協
事
務
局
長
代
行

本
年
度
の
活
動
方
針
に
あ
る
よ
う
に
､
他
姑
と

の
交
流
を
図
り
'
太
人
T
t
e
活
動
の
程
に
し
よ
う
と

柵
極
的
を
賓
を
打
ち
出
し
た
活
動
の
1
つ
と
し

て
'
東
北
プ
ロ
ノ
ク
全
紙
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
-
と
し

て
盤
赦
し
た
b
そ
の
報
告
で
あ
る
C

本
会
と
し
て
は
'
束
北
プ
ロ
ノ
ク
金
浦
に
初
参

加
で
あ
る
が
'
同
会
派
と
し
て
は
'
過
去
十
1
回

開
催
し
て
お
り
'
墓
ハ
県
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
､
東
北
六
鼎
1
過
し
て
全
敗
で
開
催
さ
れ
た
妃

中

　

村

　

信

　

夫

念
大
会
で
､
か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
｡

全
紙
は
､
十
月
二
十
九
日
'
三
L
日
と
二
日
間

に
わ
た
っ
て
栢
穀
の
福
白
市
｢
全
逓
入
鹿
｣
で

午
後
三
時
か
ら
開
か
れ
た
o
参
加
者
は
六
鼎
の
代

表
お
よ
そ
六
十
名
'
来
才
に
は
福
最
知
琳
'
各

党
代
滋
の
県
会
浦
山
'
医
凍
関
係
者
が
出
席
さ
れ
'

あ
い
さ
つ
を
裁
い
た
あ
と
､
紅
ち
に
甜
派
に
入
り
'

捕
動
経
過
報
告
へ
決
琴
各
敗
の
措
勅
報
告
が
'

代
衣
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
o

東
北
六
県
の
魯
者
故
は
'
ほ
ぼ
本
道
と
同
数
の

二
千
五
百
名
で
あ
り
､
組
織
率
は
拓
く
'
九
〇
%

を
嘩
え
'
日
常
活
動
の
措
発
さ
が
感
じ
ら
れ
た
C

特
に
'
恩
手
合
独
自
の
活
動
は
も
と
よ
り
､
腎
疾

愈
総
合
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
強
く
､
行
政
'
医

琳
側
と
の
連
携
が
深
く
'
三
瀬
が
1
体
と
な
っ
て

町
疾
患
対
策
に
当
っ
て
い
る
屯
が
印
象
づ
け
ら
れ

た
｡

･
:
:
･
]
地
警
ど
は
へ
柑
松
伏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
年

三
凹
も
行
っ
て
お
り
'
(
全
町
協
統
1
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
0
幣
蛾
協
会
庭
師
人
魚
撃
と
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
'
東
北
プ
ロ
ノ
ク
と
し
て
の
キ
ノ
ン
ペ
｣
ノ
)

さ
ら
に
耶
写
す
蓋
と
藍
書

十
序
と
す
る
医
群
例
と
の
三
者
で
絶
入
昇
策
協
は

会
を
段
け
て
お
り
'
事
あ
る
ご
と
に
合
繊
を
開
い

て
'
対
応
し
て
お
り
､
太
人
吉
こ
れ
か
ら
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
0
.
b
な
い
消
動
と
思
わ
れ
た
o

今
回
は
､
梓
に
医
横
♯
改
打
閉
場
が
駁
忍
課
題

と
さ
れ
へ
こ
れ
ら
を
中
心
に
誠
給
が
範
申
し
'
そ

れ
の
反
射
打
勅
の
諸
対
策
が
相
は
さ
れ
た
o

夕
食
後
は
'
各
県
と
の
蔑
合
が
開
か
れ
'
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
､
予
防
対
#
'
医
席
悪
例
讐
ど
各

種
の
関
脇
で
各
県
の
取
り
組
み
が
述
べ
ら
れ
'
泊

動
　
の
資
料
に
し
て
い
た
C

型
二
十
日
は
'
協
働
人
轟
に
人
為
を
移
し
'
福

泉
の
忠
者
人
員
お
よ
そ
三
百
名
が
奉
和
し
'
医

師
な
ど
医
蝶
側
三
名
と
忍
者
代
垂
二
名
で
甘
不
全

の
現
況
と
将
来
の
室
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー

が
行
を
わ
れ
た
o
こ
の
よ
う
な
聖
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
は
'
本
迫
の
活
動
で
は
入
違
な
く
､
大
い

に
参
考
に
な
っ
た
o

大
会
は
'
次
期
開
催
を
岩
手
娘
と
決
め
'
大
会

t
=
T
言
を
採
択
し
た
あ
と
､
苧
し
た
｡

北
海
迫
の
代
表
が
'
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
た
の
は
始
め
て
で
'
紹
介
さ
れ
た
あ
と
'
近

世
偽
の
活
動
状
況
の
報
告
を
求
め
ら
れ
'
ま
た
澱

後
に
'
特
に
挨
拶
を
啓
消
さ
れ
'
東
北
'
北
海
迫

と
の
聾
強
化
し
'
何
1
歩
調
を
と
れ
る
も
の

は
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
｣
と
協
凋
を
つ
っ
た
え
'

暖
か
い
も
て
な
し
に
感
謝
し
っ
つ
'
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
｡

(
′
後
も
､
他
鵜
と
の
交
流
を
盛
ん
に
L
t
法
り

協
の
活
動
を
進
め
た
い
も
の
で
す
.

酌
国
会
請
願
に
参
加
し
て

副
会
長

札
幌
は
t
k
.
ま
つ
り
の
山
中
'
太
年
度
の
回
会
泊

噺
が
二
月
二
日
､
全
凶
の
仲
川
l
三
〇
名
が
参
加

し
行
な
わ
れ
ま
し
た
o

北
海
心
か
ら
は
､
劣
柵
千
㌢
左
全
の
佐
稚
判
例
辞

林
と
刺
税
の
鈴
木
が
代
滋
と
し
て
行
っ
て
参
り
ま

し
た
｡硝

朝
日
折
目
の
午
後
五
時
の
性
に
て
上
拭
.
全

●

鈴

　

木

　

啓

　

三

国
の
仲
附
と
打
合
せ
を
し
た
上
で
'
当
日
二
日
は

午
前
十
時
二
〇
分
'
衆
は
院
琴
t
浪
山
人
蘇
ロ
ビ

ー
に
全
日
が
豪
'
絶
ち
に
細
野
笑
訴
始
ま
り

ま
し
た
.
全
町
竣
前
川
全
段
の
挨
拶
が
あ
り
'

続
い
て
帽
公
油
日
の
梅
山
脚
氏
(
衆
5
.
共
稚
)

屯
岡
i
:
…
夫
氏
哀
嘩
臼
E
)
平
石
耶
作
太
郎
氏

(
衆
嘩
公
明
)
下
E
=
し
い
､
ナ
氏
香
油
･
比
ハ
壁
の



国会､請願署名､募金状況

ブロック名 �)�*�.｢侭�鞜Hﾙ�檠)��,Xｮ���9+�[�淞�/9Kﾙ�鞁�檠Uﾉ�葵"�

ヂ名著数 儖��9YB�器名著数 鐙ｾｸｾ�Eｲ�

迫南 �"ﾃ�s��129,674 鼎s��27,000 

室棚 ��ﾃ��R�136,986 ��ﾃs���50,000 

t'f小牧 都���93,363 �#3��3,600 

札幌 迭ﾃ3sb�478,384 ��纉澱�53,435 

旭川 ��ﾃ����181,770 ���0 

留萌 �"ﾃ3���106,153 都��2,600 

稚内 ��c��38,892 鉄��15,600 

北51 ��ﾃ�#2�66,195 鉄�"�0 

釧路 �"ﾃ3s��80.005 涛���0 

小村 ��ﾃC���94,860 塔C��33,700 

I.T,-Ti; 窒��0 ���0 

合.汁 ��津3�b�1,406,282 澱ﾃ�3b�185,934 

E
l
氏
か
ら
各
々
'
挨
拶
を
戦
き
'
続
い
て
流
山
の

代
理
で
参
加
し
た
秘
方
班
の
紹
介
が
あ
り
本
年
度

の
泊
駿
に
つ
い
て
小
林
弔
朔
局
長
よ
り
消
鰍
内
容

容
の
背
脱
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
D

本
年
度
は
'
退
折
の
医
蝶
費
の
叩
大
対
流
'
港

間
粍
漣
の
不
足
対
琴
挺
群
従
賓
の
不
足
対
茶

透
析
か
著
の
就
職
問
喝
杜
人
雇
柑
別
学
ぺ
付

疾
患
総
合
対
茶
が
南
政
レ
ベ
ル
｣
で
早
期
に
実

現
さ
れ
る
よ
う
況
明
を
受
け
'
午
後
一
時
か
ら
各

●

地
元
の
委
油
日
の
紹
介
浦
山
の
要
泊
に
各
派
l

を
凶
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

我
々
北
海
泣
沈
は
'
両
院
の
杜
含
ガ
働
春
山
会

に
所
鵬
(
同
番
日
金
に
附
託
♯
漉
さ
れ
る
)
す
る

突
指
蟹
衆
議
(
聖
区
･
白
は
)
油
滴
浦
1
衆
議

(
第
四
区
･
社
会
竹
村
薬
子
累
旗
(
r
T
l
区
･

社
会
お
よ
び
田
中
正
己
参
議
比
例
代
衣
･
自

生
の
E
l
氏
の
各
派
山
室
を
回
り
､
泊
仰
内
容
を

説
明
し
'
朋
さ
ま
か
ら
芋
ガ
し
て
姓
め
ら
れ
た
老

●

名
簿
を
鎚
出
し
て
､
紹
介
議
目
方
と
そ
れ
ぞ
れ
安

川
L
t
協
力
を
駿
い
ま
し
た
o
先
生
ガ
は
い
づ
れ

も
不
在
で
秘
方
の
方
に
お
油
を
し
て
奉
り
ま
し
た
D

午
後
三
時
に
叫
び
箭
1
1
九
婆
に
お
い
て
報
だ

製
l
i
を
開
き
'
解
散
と
な
り
ま
し
た
o

全
的
か
ら
五
十
万
人
近
い
器
名
と
全
町
協
配
分

策
金
は
二
十
七
宋
分
だ
け
で
す
が
三
百
九
十
1

万
=
姓
生
り
ま
し
た
｡
(
北
海
追
分
は
別
お
の
通
り

で
㌻
O今

後
'
本
人
議
で
捕
鰍
が
採
択
さ
れ
ま
す
と
.

当
戊
秀
▲
1
台
で
鮮
漉
さ
れ
'
各
棟
の
対
策
が
膳
ぜ

ら
れ
る
も
の
と
川
心
わ
れ
ま
す
｡

人
′
後
と
も
'
全
肌
着
が
力
を
合
せ
て
'
不
断
の

泊
軌
を
脳
周
L
t
年
々
娘
し
く
な
る
我
々
祭
を

取
り
ま
く
挺
琳
'
社
会
碩
塊
を
少
し
つ
つ
で
も
良

く
李
@
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
会

3
各
は
の
ご
努
力
を
お
願
い
L
t
報
告
を
い
た
し

ま
す
o

7
.
I
.
,
.
.
.
,
:
.
(
.
:
I
.
:

仲
間
を
肪
ね
て

.
氏
名
葦
　
･
年
令
茜
十
二
才
)

.
要
(
肇
-
住
所
(
小
村
愛
三
丁
目

十
八
手
四
q
)
　
･
重
茜
年
十
カ
q
)

.
薫
院
市
立
小
特
筆
F
W

.
全
役
鞍
名
(
葦

専
一
病
昏
友
全
書

. ･･;mL1.1_

L

J

　

.

　

.

.

I

_

　

　

.

　

　

1

｢
花
の
先
生
｣
と

児
童
に
慕
わ
れ
て

･
悉
(
書
と
子
と
も
三
人
)

一
､
発
病
は
ど
う
し
て
わ
か
っ
た
か
｡
そ
の
状
態
｡

退
所
に
入
っ
た
の
は
､
昭
和
五
十
四
年
四
円
で
'

そ
の
f
年
網
の
六
月
に
巡
州
検
治
を
せ
け
た
肝
'

r
B
圧
が
㍍
く
､
た
ん
白
が
城
に
出
て
い
て
'
相

場
柄
の
鎚
い
和
り
｡
柑
潔
偵
充
を
せ
け
る
よ
う
に
｣

と
桁
ホ
を
さ
れ
､
似
知
雀
町
相
生
蛸
院
に
て
接
正

し
､
ぼ
据
付
炎
i
の
冶
断
が
下
る
｡

そ
の
検
允
と
前
後
し
て
'
身
作
に
饗
朋
が
あ
ら

わ
れ
る
.
(
博
志
'
中
延
の
む
く
み
'
目
の
充
血
へ

の
ど
の
淘
き
t
L
O
)

そ
の
後
'
一
年
近
く
通
院
(
洋
茂
別
1
倶
如
窒



ご存知でしたか?-ワン･ポイント知識-

入浴と健康
ふとり'/t味の-)J-の人<行は､発汗したらJ女JJYか

ら汗を陀かし,汗の'.式化するときのタも(I/L化洞

軌)を消耗することが唆せるコツですからLLhた

り入ったりのFlX一子iji裕をおすすめしますo

ゴルフや肉体}/伸舟のあとのnr勾塘･方をlllJf臼す

るには､ 43℃という.I:.-;い温腔の入浴によって､

全身の血行をよく　し､す&Jれた筋と械れない筋の

才三を少なく　して全Jjの代.封をたかめる入浴はが

よいようです｡

眠れない人は､ややぬるめの湖にゆっく　り入

り､ i切ぎめしないで･ふとんの中にo　また冷え1;t…

やLy】の臼ぎめの恐いELJl'卜神経系の働きの低下し

ている人は､ i令ホシJt･T7-や水風呂との交代浴

もよいでしょう｡しかし､心鳩､血Jl三など循環

ださ系にl`1日のない人は化険もありますから､ .注

なして入浴してくださいo

また､入浴には日ざま　し劾米もありますから､

斗諾起きの愁い低血rF_の方などは､判風呂に入る

とすっきりしますo

おJA呂好きな日本人にとって､ Ij旨い季節の人

.TZiは､ liFl潜にもR-群にも大変効黙的ですo

今を去る1300ff･-･もの-fT.､迫丁,tf便によって口本に

もたらされた維輿　ミ温'1号11先一行乗付)維さ　によると､

入浴によって7つの九㍍がなおると,妃されていま

す｡ただし､そのtllrlのお風呂は非'/t風呂のこと

で､ /Aj対･につかる風呂形jt:は.江/l.11宇代IIJTL州から

で･す｡

人i谷は､発fT･作ITlを促進し､血行をよく　し､

●-~一一一㌦J'∴∴. ‥. :∴
あげることができますから､健煉状態に合わせ

て　トトな入り-))を工夫して(ださい｡
'A:い接に収かく斗1人るには､ 41-42℃のやや

ぬるめのLtijに1長く入ったほうが､シンから温ま

り,与をJr-ll:lfJも大いに佃されます｡とくにお年

.5:りやl･"i血n三､動脈車重化のある-).it土､さらに低

くLIO℃く　らいのfljに入る円≠1をつけることがよ

いでしょう｡

検
査
の
結
果
､
妾
の
故
仏
が
徐
々
に
上
梓

し
'
二
月
末
に
十
日
程
入
院
し
安
静
を
試
み
た
が
､

だ
め
で
琴
丁
揃
院
で
再
便
柚
充
を
し
､
速
折
に
入

る
｡

二
､
現
在
の
E
Z
]
常
生
活
は
い
か
が
で
す
か
7

小
半
校
に
勤
汚
し
な
が
ら
'
週
三
回
百
･
水
･

金
)
で
1
回
五
時
間
の
準
夜
間
逮
折
を
貸
け
て
い

る
｡

作
洞
は
良
好
で
､
作
の
か
ゆ
み
と
G
O
T
･
G

p
T
の
数
値
が
ち
ょ
っ
と
t
!
い
の
が
心
配
で
あ
る

か

･

･

･

･

･

･

.

三
､
食
事
甘
琴
な
ど
自
己
中
理
に
気
を
つ
け
て
お

る
書
は
7

塩
分
の
摂
取
は
臼
分
と
し
て
は
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
川
心
う
｡
(
ガ
の
協
力
が
大
)
だ
が
'
水
分
の

摂
取
並
が
多
く
失
敗
し
て
い
る
｡

相
に
仕
中
上
し
ゃ
べ
る
嬰
が
多
い
の
で
H
が

か
わ
き
'
氷
を
口
に
す
る
こ
と
が
多
い
｡
も
っ
と

沖
寒
心
を
強
く
朽
ち
'
頑
張
ろ
う
′

四
､
日
に
甘
え
る
体
暮
は
′

(
衣
)
･
(
金
)
は
､
二
･
三
k
g
位
'
有
)
は
三
相

強
で
水
分
の
取
り
過
ぎ
′

五
､
体
力
を
つ
け
る
に
は
､
ど
ん
な
工
夫
を
?

通
折
の
な
い
旦
火
･
本
土
)
に
は
'
3
･
:
勤
岬
に

車
を
使
わ
ず
出
来
る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
て
い
る
o

そ
れ
に
'
軽
い
瑠
肋
な
ど
を
し
て
出
来
る
だ
け
身

体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
る
｡
(
虻
糊
は
-
砧
朝

ラ
ジ
オ
体
撫
'
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
･
野
球
､
冬
期
は

-
卓
等
を
し
て
い
る
｡
)

●

又
へ
.
十
ほ
の
花
嫌
四
面
を
l
手
に
引
き
受
け
､

花
の
苗
作
り
か
ら
柚
子
探
り
ま
で
行
い
'
き
れ
い

に
咲
い
た
花
を
比
て
n
P
満
足
し
て
い
る
｡
丁

二
年
の
児
硫
か
ら
は
､
名
ま
え
を
花
の
先
生
｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
.

六
､
仲
間
に
吉
い
た
い
こ
と
へ
叩
か
せ
た
い
こ
と
｡

型
t
y
r
私
た
ち
通
析
般
若
が
通
折
を
せ
け
な
が

ら
も
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
､
ま
ず
､
透
析

横
法
の
進
歩
に
よ
る
こ
と
が
大
で
あ
る
O

そ
れ
に
､
私
た
ち
の
先
少
の
方
々
が
結
恥
L
t

小
者
の
切
文
な
貿
求
の
尖
現
を
め
ざ
し
て
'
同
や

関
係
付
け
に
械
々
な
浦
衝
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
､
今
の
速
析
磯
法
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
､
こ
の

.
壬
H
を
忘
れ
て
は
専
ら
な
い
と
H
ち
｡
と
同
時
に
､

福
祉
･
医
槻
他
職
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
'
今
し

そ
､
私
た
ち
巾
着
み
ん
を
が
危
機
感
を
も
っ
て
会

捕
物
に
参
力
J
.
社
会
に
嘩
え
て
い
か
な
け
れ
ば
､

桐
過
も
し
な
い
し
､
呪
花
の
状
態
を
守
っ
て
い
く

こ
と
も
出
来
な
く
な
る
だ
ろ
う
｡

先
輩
た
ち
が
切
り
開
い
て
き
た
泊
姦
過
さ
せ

な
い
よ
う
'
ま
す
ま
す
強
く
紙
f
E
L
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
o



●献
眼
運
動
と
そ
の
問
題
点

わ
が
同
で
は
日
の
見
え
な
い
ハ
刈
の
!
.
,
5
な
人
が
約

三
三
ガ
六
〇
〇
〇
人
(
昭
利
五
十
五
年
二
月
り
生

粥
S
)
お
ら
れ
､
そ
の
う
ち
約
1
判
の
三
万
三
〇

〇
〇
人
の
方
が
内
服
拶
柏
に
よ
っ
て
視
力
を
川
棚

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
椎
漣
さ
れ
て
い
る
o

呪
咋
企
川
に
三
伯
カ
所
の
ア
イ
ハ
ン
ク
が
設

立
さ
れ
､
二
〇
万
人
を
嘩
与
勺
溢
鎚
話
が
〃
花
す

る
が
'
六
･
十
鹿
以
上
の
碓
鎚
満
か
l
測
穏
便
の
と

こ
ろ
が
多
く
､
米
川
の
よ
う
に
交
通
7
1
i
紋
死
の
糊

合
'
本
人
の
即
納
の
水
沼
代
目
古
的
和
免
許
滋
交

付
時
に
申
消
さ
せ
る
山
)
が
あ
れ
ば
自
由
に
摘
出

で
き
る
川
は
別
と
し
て
､
i
a
い
人
か
ら
の
拙
供
チ

ャ
ン
ス
の
非
:
:
=
に
少
な
い
わ
が
榊
で
は
'
二
〇
年

以
I
u
紹
た
な
い
と
松
伏
を
爪
]
け
ら
れ
な
い
現
状
で

あ
る
oこ

の
辻
味
に
お
い
て
.
;
:
川
齢
満
の
比
較
的
多
い

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
館
+
畑
を
と
っ

て
'
献
限
沌
動
を
奉
仕
の
一
つ
に
:
.
g
ぴ
'
和
力
的

に
描
利
を
行
っ
て
き
た
'
い
な
行
お
う
と
努
力
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
感
謝
し
'
こ
の
確
約
が

尖
り
の
多
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
S
･
ブ
も
の
で
あ

る
0
し
か
し
'
税
糊
の
ポ
任
市
と
し
て
'
角
帽
移

机
を
目
的
と
し
た
こ
の
相
の
迎
弛
(
離
脱
と
い
う

と
収
球
移
椛
と
洪
耶
し
て
い
る
人
が
い
る
が
､
呪

花
ま
だ
不
可
壁
に
際
し
て
'
い
さ
さ
か
呪
災
虹

祝
の
妃
帆
も
あ
り
'
全
面
的
協
力
と
は
い
か
な
い

=
=
州
も
あ
る
の
で
'
こ
こ
で
そ
の
=
=
;
皇
l
､
三
'
指

摘
し
て
わ
き
た
い
o

臓
黙
移
机
で
あ
る
角
脹
移
机
は
､
材
料
を
舶
体

に
求
め
る
た
め
'
医
師
の
み
に
て
解
決
し
糾
な
い

社
会
的
発
作
が
あ
る
G
従
っ
て
'
医
師
も
仰
羊
も

l
細
川
山
人
衆
i
･
:
小
数
を
嬰
ん
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

嘩
見
て
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ス
ム
と
奉
仕
の
州
朴
が
な
け

れ
ば
､
内
服
移
榔
(
他
の
脹
㌫
移
柵
で
も
同
機
)

は
E
:
約
に
行
わ
れ
な
い
o

効
率
的
な
献
舶
経
机
を
推
進
す
る
た
め
に
は
ア

イ
バ
ン
ク
の
辻
=
･
技
が
必
S
字
)
と
は
巾
す
ま
で
も

な
い
.
し
か
し
相
川
法
人
と
し
て
?
=
立
す
る
た
め

に
は
'
山
唾
二
〇
〇
〇
万
H
j
の
堪
金
と
i
F
m
一
〇

〇
〇
万
H
稚
雌
の
#
:
I
:
坪
が
必
潜
で
あ
る
｡
&
'
志

･
官
が
呪
わ
れ
､
ホ
ン
と
浄
財
を
祥
附
し
て
下
さ
れ

ば
牌
は
術
や
で
あ
る
が
'
呪
文
に
は
呪
わ
れ
そ
)

も
な
い
o

相
生
粥
は
関
心
が
あ
っ
て
も
肘
政
的
に
は
撫
協

玉

　

井

　

嗣

　

彦

力
で
あ
る
の
で
'
比
仰
の
や
仕
川
作
'
偶
人
の
符

附
な
ど
に
よ
り
泊
･
〝
:
し
､
哩
.
H
･
1
す
る
わ
け
で
あ
る

が
､
ア
イ
バ
ン
ク
と
は
名
ば
か
り
で
∨
日
通
の
奴
行

と
光
な
り
'
繁
盛
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
▲
空
で
に
亨
勺

と
い
う
金
の
か
か
る
鈍
行
な
の
で
'
そ
の
雌
イ
稚

拙
は
北
大
低
で
は
な
く
'
旧
店
休
菜
の
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
い
o
よ
ほ
ど
胸
を
く
く
っ
て
経
机
し
な

い
と
大
変
な
f
l
租
を
群
f
l
う
こ
と
に
な
る
o
代
捕

上
浦
氏
に
附
き
か
け
て
帽
お
よ
び
自
治
･
.
体
が
も
っ

と
ナ
許
糾
把
を
捕
す
る
よ
う
轡
ブ
は
か
は
な
い
か

祁
祉
紘
辿
の
咋
他
で
は
悲
机
的
で
あ
る
o

炎
拐
!
=
任
命
の
全
く
存
在
し
な
い
同
･
L
]
二
別
行
(

詑
鎚
手
拭
き
を
す
る
上
の
輩
E
=
柁
畦
は
送
っ
て
く

ら
)
に
志
し
た
糊
合
'
い
っ
さ
い
の
摘
出
に
㈹

す
る
-
y
‥
棚
の
手
紙
き
か
ら
'
摘
出
医
へ
の
詫
'

タ
ク
シ
ー
の
准
僻
'
拙
供
瀬
音
族
へ
の
お
く
や
み

か
ら
お
礼
ま
で
い
っ
さ
い
'
ラ
イ
オ
ン
ス
ク
ラ
ブ

献
朋
番
目
の
什
叫
と
な
り
'
日
夜
を
糾
わ
ず
二
四

岬
糊
作
別
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
0

さ
ら
に
'
椛
出
し
た
眼
球
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
に
'
移
榊
席
実
り
が
い
な
い
糊
人
目
に
は
'
他
恥

に
ま
で
移
送
す
る
満
瑞
も
n
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡

叫
べ
蝕
､
心
ゑ
q
r
;
が
お
ら
れ
る
山
即
'
広
山

の
ラ
イ
T
･
ノ
一
ス
ク
ラ
ブ
で
は
何
と
か
甥
:
I
:
し
て
お

ら
れ
る
と
伝
え
洲
い
て
い
る
が
'
食
州
不
ノ
ト
ワ

ー
ク
の
情
為
を
持
た
な
い
日
本
の
ア
イ
バ
ン
ク

組
織
で
は
そ
の
こ
帯
ガ
は
懲
佃
を
絶
す
る
も
の
と

川
心
わ
れ
る
o

摘
3
J
:
行
h
T
!
は
医
師
の
什
耶
で
あ
る
か
ら
､
協
力

を
脚
し
ま
な
い
よ
う
に
関
係
各
は
に
か
鮒
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
呪
父
に
は
挺
火
中
心
で

移
榔
手
術
を
行
う
に
し
て
も
二
〇
名
以
上
の
ス
タ

ノ
ブ
を
か
か
え
な
い
と
嫡
出
か
ら
小
後
処
理
ま
で

は
引
き
う
け
か
ね
る
と
い
う
の
が
私
の
太
古
で
あ

る
｡
ま
た
.
広
く
机
内
鵜
幹
拭
院
の
解
僻
と
ス
タ

ノ
7
の
充
炎
が
な
さ
れ
な
い
と
杓
脹
移
榊
を
群
L
R

に
施
行
で
き
な
い
の
も
小
火
で
'
格
納
技
術
満
の

速
成
と
い
う
什
部
に
も
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
D
准
仕
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
は
片
付

け
ら
れ
な
い
糊
越
が
山
.
;
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

献
脈
湖
軌
を
通
し
台
目
相
辻
の
捜
解
と
傘
仕
約

神
田
=
…
糊
が
な
さ
れ
る
椛
雌
で
あ
れ
ば
非
は
な
い

が
､
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
矩

指
と
し
て
仲
に
岬
ブ
碓
動
と
す
る
に
は
未
だ
未
解

決
の
川
越
が
多
く
'
･
=
爪
な
根
付
を
磐
す
る
よ
う

に
川
心
う
.

税
状
で
は
'
;
1
L
の
桝
院
で
万
t
盤
相
に
入
ら

れ
た
糊
合
'
二
日
身
の
朋
球
を
拙
供
し
て
下
さ
る

だ
け
の
ご
理
解
か
い
た
だ
け
れ
ば
十
分
な
の
で
あ

る
C
　
(
高
知
挺
科
人
一
㌧
滅
授
･
鵬
科
'
ナ
)



プ
ロ
?
ウ
便
り

｢
層
侵
し
-
活
動
日
誌

夜
間
透
析
未
だ
実
現
せ
ず

留
萌
水
無
人
腎
表
会

十
一
月
1
日
⊥
二
十
日

役
目
会
(
十
一
月
五
旦
C
退
析
琴
.
裡
'
場
合

講
師
碑
名
及
募
金
連
動
の
打
人
音
を
し
て
'
今
年

度
は
少
し
変
っ
た
方
式
に
て
実
施
す
る
様
に
指
し

令
フ
'
共
の
柿
紫
朗
萌
地
方
の
各
地
托
労
に
頼
み
､

各
単
座
組
人
員
の
据
義
金
を
す
る
柚
に
決
ま
り

代
衣
が
地
区
労
霧
局
に
出
か
け
る
o
地
革
労
琳

務
局
は
舵
ち
に
各
単
産
代
蓑
を
招
放
し
て
町
友
会

の
趣
日
を
理
解
し
て
下
さ
り
署
名
'
葬
金
に
せ
伺

し
て
下
さ
い
ま
し
た
｡
薫
は
少
な
い
が
多
く

の
人
の
署
名
を
才
っ
た
事
は
大
き
な
成
米
と
思
い

ま
す
o
今
後
も
続
け
た
い
と
.
思
い
ま
す
が
､
後
で

聞
え
た
詣
で
す
が
各
農
は
迷
怨
だ
と
い
う
猷
藤

も
二
㌧
三
あ
っ
た
様
で
す
.
付
炎
合
も
一
考
す
る

必
要
が
あ
る
と
孝
え
ま
す
o

十
二
月
1
日
⊥
二
十
一
日

十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
続
々
平
名
'
募
金
を
持

奉
し
て
く
る
､
大
山
副
食
卑
地
区
労
に
紬
ん
だ

釆
名
.
帯
食
凍
っ
て
く
る
'
全
部
点
検
し
て
見
る
O

二
'
三
お
く
れ
て
居
る
も
の
あ
り
す
く
催
促
し
す

ず
持
っ
て
来
る
械
云
う
O
十
六
日
署
名
､
募
金
､

滋
野
協
へ
送
る
｡

適
材
協
役
目
及
各
プ
ロ
ノ
ク
代
衣
へ
年
封
状

発
送
　
五
十
九
年
l
月
1
日
1
1
月
末
日

夜
間
透
析
の
件
o
粥
の
後
何
ん
の
速
和
が
な
い

の
で
会
を
代
表
し
て
市
立
拭
院
の
叱
痛
部
益
に
姫

の
後
の
病
院
で
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
る
か
を
問

う
｡
芳
郎
長
日
く
市
強
食
で
も
採
択
さ
れ
て
居

る
の
で
病
院
長
'
市
理
書
と
相
漉
し
て
実
施
に

向
け
て
努
力
を
し
て
居
る
が
'
第
一
金
が
な
い
串
'

又
ス
タ
ノ
7
の
不
足
､
財
源
が
な
い
の
霧
職
を

減
ら
し
て
有
識
相
等
の
輔
山
に
向
け
て
居
る
の
で
'

今
す
ぐ
実
施
す
る
は
困
難
だ
が
必
ず
近
い
内
に
実

施
す
る
前
向
き
で
考
え
て
居
る
と
の
回
答
で
し
た
o

今
月
の
動
向
'
つ
い
て
は
速
毒
の
母
が

亡
く
な
り
､
又
女
子
人
員
の
姑
さ
ん
が
な
く
成
り

ま
し
た
｡
井
の
析
愚
老
現
在
二
名
居
り
近
く
折
合

只
に
加
入
し
て
ず
つ
予
定
で
居
り
ま
す
.
今
後
の

嘉
と
し
ま
し
て
は
二
月
十
｢
十
二
日
の
二
日

間
に
研
両
市
'
社
会
福
祉
協
横
合
の
壷
に
身
体

障
害
者
の
｢
ふ
れ
あ
い
広
域
｣
を
英
施
す
る
事
に

成
っ
て
居
り
ま
す
｡
も
う
そ
ろ
そ
ろ
仰
.
も
解
け
る

時
節
が
喝
つ
い
て
来
ま
す
o

札
幌
ブ
ロ
ッ
ク

最
近
の
移
植
情
報
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し

医
療
講
演
会
開
く

昨
空
言
二
〇
旦
旦
'
当
町
変
事
は
､
　
　
l
先
生
に
よ
る
'
腎
移
柚
に
つ
い
て
の
医
蝶
講
捕

艶
鵬
セ
ン
タ
ー
1
1
痢
会
派
室
に
於
い
て
'
封
地
相
　
　
全
を
開
く
理
だ
怨
ま
れ
ま
し
た
o
岩
城
先
生
は

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
半
で
'
肋
教
授

と
し
て
腎
移
植
を
中
門
に
研
究
さ
れ
'
先
d
i
日
本

に
.
R
J
b
れ
'
税
額
札
医
大
で
勧
持
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
｡

当
日
は
'
閥
端
折
か
ら
移
植
に
関
心
の
あ
る
人

通
が
大
勢
姓
ま
り
狭
い
i
鬼
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
o
鈴
木
啓
三
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
来
手
の

追
付
偶
人
轟
の
封
崎
兼
氏
よ
り
非
神
辺
の
甘
松
伏

空
似
の
現
箪
U
と
'
｢
ま
ず
自
ら
の
賓
族
の
空
似

を
｣
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
o

講
演
は
'
先
生
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
･
:
l
T
に
お

ら
れ
た
時
期
の
お
誠
を
中
心
に
ス
ラ
イ
ド
を
鮎
じ

え
げ
し
く
む
油
し
下
さ
い
ま
し
た
o
か
い
つ
ま
ん

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
'
現
在
ア
メ
リ
カ
で
年
間

か
な
り
の
死
体
町
移
柄
が
行
な
わ
れ
'
ア
メ
リ
カ

全
土
が
'
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
る
た
め
､
移

植
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
'
し
か
も
若
い
松
伏

令
の
骨
牌
か
多
い
の
で
結
果
も
す
い
分
良
く
な
っ

て
来
て
い
る
そ
う
で
す
o
ア
メ
リ
カ
で
移
柏
に
か

か
る
費
用
は
'
七
1
0
0
ド
ル
は
い
て
'
日
本
円

で
一
七
〇
ガ
-
一
八
〇
万
程
度
で
あ
り
'
従
来
い

け
な
い
と
さ
れ
て
い
た
'
舛
純
血
消
判
の
移
柚
も

さ
か
ん
で
､
奨
篠
が
七
五
%
以
上
あ
れ
ば
美
し

つ
か
え
は
な
い
と
の
部
で
し
た
o

従
っ
て
移
柚
ま
で
の
待
機
則
州
は
'
血
嫡
型
の

通
い
で
孝
享
あ
れ
'
ど
の
型
か
ら
も
移
拙
叶
能

な
A
B
封
で
約
半
月
'
A
型
B
型
は
約
一
ケ
月

余
り
で
川
型
か
ら
し
か
移
頼
で
き
な
い
0
型
で
も

半
年
と
非
,
 
I
:
{
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
な
わ
れ
て
い
る
o

●



す
な
わ
ち
'
こ
の
郊
付
け
と
し
て
'
大
勢
の
堂

以
井
が
い
る
部
と
'
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
フ

ル
油
川
と
炎
約
に
あ
る
と
‖
心
わ
れ
る
｡
そ
の
,
,
‥
疎

で
は
日
本
は
､
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
ポ
い

た
ば
か
り
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
｡

又
'
別
れ
]
'
免
校
抑
制
剤
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
'
サ
イ
ク
ロ
ス
ホ
リ
ン
A
に
つ
い
て
は
'
別

●

作
用
か
強
い
の
で
'
あ
ま
り
お
す
す
め
出
来
な
い

そ
れ
よ
り
も
刺
作
用
の
す
く
な
い
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー

ル
抗
体
の
カ
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
御
荘

妃
で
し
た
.

こ
の
他
に
'
移
柏
を
す
る
に
は
'
あ
る
粘
性
の

郵
櫛
州
側
が
必
紫
で
あ
り
'
例
え
ば
移
柄
榊
に
数

州
に
分
け
て
輸
血
し
て
お
い
た
人
の
カ
が
､
輸
血

し
な
か
っ
た
人
よ
り
も
'
は
っ
き
り
拒
否
反
応
の

川
棚
か
少
な
い
S
'
丈
､
H
カ
イ
ヨ
ウ
竹
品
的
郷

を
小
机
に
し
て
お
い
た
力
が
'
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な

く
､
よ
り
生
期
中
が
i
:
:
い
と
の
叫
で
し
た
o

描
机
の
あ
と
､
巻
加
瀬
か
ら
の
鰐
川
を
埋
け
ら

れ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
'
て
い
ね
い
に
挙
そ
り
れ
て
お

り
ま
し
た
o
刺
税
P
l
日
加
合
で
は
､
迫
打
協
に
働
き

か
け
(
′
畔
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
､
北
海
洪
〓
パ
ン

ク
の
わ
に
も
二
股
､
全
迫
の
磐
で
'
と
の
程

腔
の
人
ほ
が
'
移
筈
預
し
て
い
る
の
か
'
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
そ
の
時
は
'
御
協
力
下
さ
い
｡

●

を
し
て
も
全
々
合
わ
な
い
人
が
氷
っ
て
お
り
'
よ

く
沸
し
を
糊
い
て
み
る
と
'
和
郎
水
川
胤
で
の
紙

析
式
に
出
席
す
る
お
じ
さ
ま
と
わ
か
り
'
そ
の
ま

ま
全
期
近
く
ま
で
便
束
｡
み
ん
な
で
大
笑
い
0
1
1

中
で
は
和
刈
あ
い
あ
い
､
3
浅
瀬
碓
別
で
休
憩
を

と
り
､
瓦
時
過
ぎ
に
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
到
i
G
O

翌
日
は
､
ま
ず
'
七
日
で
昭
和
新
山
へ
出
か
け
'

媒
造
形
｡
そ
の
後
へ
粘
塩
船
来
り
糊
ま
で
引
き

返
し
､
H
由
行
動
｡
こ
こ
で
'
湖
上
脂
性
を
す
る

人
'
モ
～
タ
ー
ボ
-
卜
で
速
さ
を
油
唄
す
る
人
､

T
て
い
物
を
す
る
人
'
レ
ン
タ
カ
ー
の
中
で
托
1
1
を

す
る
人
な
ど
川
々
｡

洞
爺
湖
を
l
鴫
半
に
出
準
榊
路
に
S
=
く
｡
途

中
､
ナ
定
に
な
か
っ
た
大
江
の
虎
官
に
て
の
ト
マ

ト
狩
り
二
㌦
㌘
百
円
)
t
l
人
で
平
か
ご
一
杯
州
〓

い
込
む
人
な
ど
機
々
､
さ
ら
に
仁
木
で
探
り
た
て

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
重
二
十
円
)
を
H
い
込
み
､

竹
.
捕
手
に
持
ち
切
れ
な
い
は
ど
の
お
上
席
｡
本

=
.
に
祈
群
で
安
い
E
=
い
物
を
す
る
o

余
市
駅
前
か
J
晶
応
の
手
榊
の
.
 
4
4
町
ま
で
交
通

渋
滞
'
十
分
化
の
と
こ
ろ
を
一
時
川
位
も
か
･
つ

た
こ
と
が
.
十
従
外
で
あ
っ
た
が
､
二
日
仰
天
帳
に

怨
ま
れ
､
水
虫
に
楽
し
い
旅
行
で
あ
っ
た
｡

(
紋
凹
野
捕
)

小
樽
ブ
ロ
ッ
ク

思
い
出
多
い
洞
爺
一
泊
旅
行

釧
路
ブ
ロ
ッ
ク

二
十
九
名
頼
り
の
レ
ン
タ
カ
-
を
川
り
'
昭
和

五
十
七
年
九
月
四
旦
土
)
P
M
l
時
半
'
小
村
駅

的
恵
山
薙
｡
途
中
'
令
耶
駅
前
か
ら
も
仲
川
が
束

り
込
み
'
桐
範
湖
へ
向
か
う
O
 
l
行
は
二
十
E
l
名

で
沌
虹
手
は
北
々
の
通
析
仲
川
で
安
全
雄
帖
の
鈴

木
邦
朋
ド
ラ
イ
バ
-
な
の
で
'
竹
'
安
心
伽
で
来

っ
て
い
る
｡

余
巾
駅
か
ら
出
違
､
一
人
だ
け
礼
雌
で
沸
し

年
賀
ハ
ガ
キ
印
刷
斡
旋

資
金
造
成
五
年
で
軌
道
に

各
プ
ロ
ノ
ク
で
清
和
涜
金
を
=
?
る
巾
は
'
会
費
　
　
斡
旋
で
収
入
ア
ノ
ブ
を
回
っ
て
い
る
カ
式
が
軌
泊

と
寄
付
金
し
か
収
入
の
m
J
が
な
く
'
そ
の
捻
出
に
　
　
に
乗
っ
て
米
ま
し
た
の
で
､
紹
介
し
'
参
考
に
な

井
膿
し
て
い
る
と
川
心
い
ま
す
が
'
吏
あ
年
焚
状
　
　
き
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
o



私
共
の
腎
友
合
で
は
'
紘
人
垂
七
'
二
〇
〇
円

鼻
白
に
納
め
て
載
い
て
い
る
が
'
こ
れ
以
上
求

め
る
解
は
無
理
と
の
判
断
と
l
椴
の
市
比
の
皆
さ

ん
に
腎
友
会
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
上
田
全
曲

の
発
案
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡

何
は
と
も
あ
れ
'
拍
動
資
金
が
な
く
て
は
'
合
捕

勅
も
限
界
が
あ
り
'
少
し
で
も
人
員
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
は
'
人
轟
以
外
の
資
金
推
相
を
考
え

ざ
る
を
柑
ま
せ
ん
で
し
た
o

利
益
は
'
人
員
が
全
活
動
に
ハ
メ
l
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
新
盗
人
参
加
の
1
加
補
助
.
各
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
補
肋
'
広
稚
捕
物
を
爽
視
の
点
か

ら
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
印
刷
機
の
購
入
'
釧
笑
創

立
十
例
年
記
念
行
叫
の
碑
文
食
滞
に
他
用
し
て
い

ま
す
｡

作
兼
は
十
月
に
入
っ
た
ら
取
り
扱
い
開
始
で
き

る
よ
う
準
t
W
す
る
｡
;
+
i
体
的
に
は

;
.
印
刷
所
と
の
契
約

G
.
見
本
鵬
の
作
成

日
､
巾
込
用
紙
の
作
成

脚
'
取
り
扱
い
方
を
人
1
G
に
配
布

次
に
'
t
t
〇
〇
〇
作
を
嘩
え
る
と
仕
切
の
合
間

と
い
う
わ
け
に
い
か
ず
'
斗
伐
の
取
扱
把
丁
者
を

決
め
る
'
年
や
状
の
頚
駕
肌
に
申
込
み
を
焚
け
て

光
け
が
繕
舵
ち
に
印
刷
に
入
る
｡

p
.
R
の
た
め
パ
ン
フ
レ
ノ
ト
墓
前
に
配
布

す
る
の
も
i
つ
の
カ
法
で
す
｡

五
年
叫
始
め
た
幻
は
'
百
作
か
ら
三
百
件
､

収
益
も
二
-
三
万
円
化
し
か
生
み
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
､
五
十
七
年
は
T
.
五
〇
〇
作
､
本
年
は
､

二
㌧
五
八
六
件
'
人
.
4
:
I
l
人
十
八
作
､
小
児
上
げ
は

l
千
三
百
四
〇
万
円
'
経
費
も
か
か
り
ま
す
が
'

霊
な
活
動
資
金
を
柑
る
解
か
で
き
ま
し
た
｡

来
年
は
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
を
こ
ら
し
､
淡
舎
山

成
の
た
め
'
努
力
し
て
行
く
t
J
S
]
で
す
o

く
わ
し
く
は
､
連
柑
い
た
だ
け
れ
ば
'
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
授
し
ま
す
o

病
院
･
患
者
金
村
介
③

函
館
市
･
渡
辺
泌
尿
器
科
医
院
の
巻

私
娼
の
作
む
術
'
函
館
､
北
海
迫
の
玄
関
と
し

て
､
又
'
漁
業
鵜
地
と
し
て
繁
.
 
'
#
を
は
こ
っ
て
来

た
函
館
'
ナ
ヨ
ノ
ピ
リ
娘
旭
川
綿
も
あ
り
'
雌
史

の
退
縄
も
点
花
す
る
函
針
'
そ
し
て
飽
か
を
‖
然
'

搬
光
地
に
怨
ま
れ
て
い
る
の
が
､
私
通
の
術
'
函

鉱
で
す
o

こ
の
内
餅
に
八
つ
あ
る
(
ネ
タ
F
四
月
一
カ
所
開

院
子
室
透
析
施
段
の
う
ち
､
収
容
人
目
が
船
人

な
の
が
'
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
わ
が
池
辺
医
院
て

あ
り
ま
す
｡

㈹
院
が
梨
-
五
十
埜
ハ
月
'
十
四
台
で
ス
タ
ー

ト
､
脚
瀬
五
十
二
年
に
は
'
夜
間
通
析
冶
(
･
:
.
g
全

社
人
苑
柑
#
)
の
榊
加
を
は
か
る
ペ
く
岬
は
L
t

税
在
に
い
た
る
(
現
在
二
十
五
ム
‖
)

生
､
朽
木
鵜
宇
郁
･
1
=
:
生
れ
'
束
北
大
‥
十
院
を
出
ら

れ
､
朋
院
ま
で
､
申
V
‥
柄
院
で
六
年
間
勤
務
さ
れ

た
'
仲
々
ダ
ン
デ
ィ
ー
で
趣
味
は
･
A
D
っ
ば
ら
ゴ
ル

フ
o
冬
は
何
を
し
て
い
る
の
か
宅

ス
タ
ノ
フ
は
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
何
句
柄
井
い
け

ど
な
ぜ
か
カ
ミ
さ
ん
持
ち
'
好
色
細
い
o
和
讃
柑

●

さ
ん
は
八
草
こ
ち
ら
は
抽
斗
で
見
入
揃
い
｡
中

で
も
ピ
カ
一
光
っ
て
い
る
の
は
△
○
嘘
で
あ
る
｡

新
顔
射
止
円
い
(
…
り
基
)
は
二
W
.
什
邪
を
し

な
が
ら
二
十
柏
へ
行
っ
て
い
る
ガ
ン
バ
リ
以
さ
ん

で
'
や
さ
し
く
､
カ
ワ
イ
コ
ち
ゃ
ん
撒
い
て
す
o

胡
々
が
袖
口
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
食
碑
作
り

は
栄
凍
土
さ
ん
二
名
'
栄
養
士
と
は
夫
人
の
代
名

洞
的
T
=
兼
か
し
ら
?
　
こ
れ
だ
け
は
め
る
と
食
中

は
さ
ら
に
良
く
な
る
か
も
･
･
･
･
･
･
O
只
(
義
人
輩

中
と
の
弔
｡
等
々
お
り
ま
し
て
'
総
勢
1
+
六
W
.

瓜
令
は
七
十
五
i
名
で
す
o

さ
て
'
瓜
満
会
の
方
で
す
が
'
紹
年
九
月
に
総

合
を
開
い
て
'
一
年
間
の
行
中
を
決
め
ま
す
o

昨
年
‥
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
'
花
火

を
計
_
印
し
ま
し
た
が
准
さ
で
中
止
､
=
;
森
県
に
滑

っ
て
捕
山
水
族
館
'
ね
ぶ
た
の
盟
3
!
-
:
t
t
湖
の
川

観
光
ホ
テ
ル
で
ブ
タ
汁
パ
ー
テ
ィ
'
材
料
を
持
ち

込
み
七
日
分
通
で
作
っ
た
ブ
タ
汁
に
舌
つ
つ
み
､

そ
の
後
ゲ
ー
ム
や
温
水
に
つ
か
っ
て
楽
し
い
一
日

を
過
す
｡
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
'
院
出
先
牡
及
び
ス

タ
ノ
7
も
奉
加
し
て
汗
を
流
す
o
｣
捕
院
の
ア
イ

ド
ル
ジ
ュ
ン
ナ
ち
ゃ
ん
市
l
)
も
大
官
斗
t
 
l

的
二
日
で
∴
心
火
に
入
り
な
が
ら
の
マ
ー
ジ
ャ
ン

大
会
'
接
リ
ー
'
=
+
制
と
竹
タ
フ
で
あ
る
O

さ
て
炎
し
み
は
､
碓
辺
院
出
耕
作
に
よ
る
ス
タ

ノ
フ
と
箕
の
忘
咋
会
､
昨
年
は
'
湖
の
川
さ
か

え
別
ま
で
'
i
C
か
ら
も
み
川
の
サ
ー
ビ
ス
､
水
分

を
日
に
す
る
と
ナ
ゼ
か
し
ら
嘉
さ
ん
の
眼
が

ス
ル
ド
イ
｡
肘
が
令
つ
と
笑
っ
て
.
コ
マ
カ
ス
C
谷
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む
ほ
ど
に
呼
ソ
ほ
ど
に
桝
ハ
山
真
心
れ
て
'
大
ハ
ノ

ス
ル
｡
翌
E
J
の
通
折
は
時
附
廷
枚
当
秋
で
す
o

明
け
L
I
J
斯
#
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
'
氾
向
プ
ロ
/

ク
の
t
惟
で
'
五
十
五
蒙
加
'
勝
川
の
･
:
+
佐
丑

巾
派
も
参
仙
し
て
'
冬
糊
の
講
不
止
解
消
C

遊
ん
で
ば
か
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o
如
月

勉
強
会
を
槻
い
て
お
り
ま
す
C
又
､
消
印
協
の
各

捕
物
に
机
梅
的
智
叫
叩
拙
作
キ
ヤ
ン
ヘ
ー
･
ノ
'

川
合
?
;
弔
カ
ン
パ
'
サ
肪
キ
ャ
ン
ペ
-
･
/
と
恥

り
組
ん
で
お
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
清
雄
な
は
判
を
し
て
い
ま
す
が
'

こ
れ
も
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
た
れ
は
こ
そ
で
す
o

そ
し
て
院
妓
先
生
始
め
ス
タ
ノ
フ
の
S
:
き
ん
の
稚

解
が
あ
っ
た
れ
は
こ
そ
で
す
o

全
泊
の
全
日
の
皆
さ
ん
､
両
船
に
お
山
の
際
は
､

日
比
非
'
婚
辺
l
S
院
へ
滞
っ
て
下
さ
い
o

玉
へ
低
カ
リ
ウ
ム
(
K
)
　
に
す
る
に
は

カ
リ
ウ
ム
(
K
)
は
'
生
野
菜
や
米
物
に
多
く

含
ま
れ
て
い
て
心
臓
が
収
細
す
る
の
に
関
係
し
て

い
ま
す
o
 
K
が
正
純
依
以
上
に
な
る
と
心
臓
の
収

細
か
に
ぷ
く
な
り
ま
す
o

健
嫌
を
人
は
K
を
城
中
に
排
出
し
ま
す
が
'
透

析
を
し
て
い
る
人
は
多
く
の
人
が
無
妹
で
す
の
で

体
に
K
が
貯
ま
る
た
め
制
似
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
o
健
康
な
人
の
血
S
;
K
は
三
･
六
-
五
･
〇

m
E
タ
q
で
す
が
こ
れ
が
と
･
O
m
E
n
ク
q

に
な
り
ま
す
と
心
蛾
の
出
動
が
お
か
し
く
な
り
(

不
取
舵
)
八
･
〇
-
九
･
〇
m
E
タ
q
に
過
す

る
と
心
隅
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
｡

i
:
H
K
に
尊
台
原
回
と
し
て
は

一
'
作
の
細
胞
が
こ
わ
れ
た
時

二
'
廿
…
K
食
品
を
多
く
食
べ
た
時

三
､
焚
血
が
進
ん
で
輸
血
し
た
時

四
'
血
鞭
透
析
が
不
十
分
な
時

な
ど
が
あ
り
ま
す
｡

栄
薬
と
関
係
が
あ
る
の
は
1
と
二
で
す
が
一
の

帖
間
と
し
て
発
熊
'
か
ぜ
'
食
欲
不
振
が
あ
り
ま

す
｡
こ
れ
ら
は
細
胞
を
こ
わ
し
で
エ
ネ
ル
ギ
-
に

準
え
て
し
ま
う
た
め
そ
の
時
細
胞
に
あ
る
K
が
血

嫡
中
に
で
て
K
が
廿
川
く
な
り
ま
す
o
細
胞
を
こ
わ

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
え
な
く
て
も
い
い
だ
け
允

l
l
-
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
ま
L
J
i
う
｡
た
と
え
ば

ケ
ー
キ
を
川
虫
に
し
た
り
､
粉
あ
め
や
油
を
い
つ

も
以
上
に
仕
う
こ
と
で
す
｡

二
の
]
=
…
K
書
m
に
は
豆
輔
∴
伸
そ
う
轍
･
芋
蛸

･
即
発
･
難
物
が
あ
り
ま
す
o
ま
た
K
は
水
に
･
榊

け
る
牲
別
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
'
食
品
を
た
っ

ぷ
り
の
水
で
井
て
煎
汁
を
す
て
る
こ
と
(
孝
し
ば

し
)
で
昏
m
中
の
K
は
ガ
I
y
l
に
ヘ
リ
ま
す
o
そ

れ
ぞ
れ
の
1
㍍
i
K
食
品
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
と
､

東
湖
は
'
孝
這
し
て
か
ら
州
理
し
た
り
へ
ト

ー
フ
の
よ
う
に
煎
二
は
し
て
か
ら
加
工
し
ま
す
の

で
'
"
ど
う
じ
ん
〝
塾
ハ
H
r
の
2
4
ペ
ー
ジ
に
S
:
い

た
出
で
は
関
越
は
あ
り
ま
せ
ん
o

l
呼
で
う
粗
は
'
透
析
を
し
て
い
る
人
の
糊
人
員

止
し
て
い
る
食
品
で
す
o
た
だ
し
の
り
巻
l
人
榊

や
味
付
の
り
l
張
分
で
す
と
'
た
ま
に
は
い
い
で

し
ょ
う
｡
し
か
し
､
の
り
傘
の
ご
飯
と
J
 
L
ハ
に
は
意

外
と
塩
分
が
多
い
こ
と
を
朗
に
入
れ
て
お
い
て
下

さ
い
o芋

期
は
T
だ
い
た
い
孝
)
ぼ
し
て
か
ら
味
付
す

る
も
の
が
多
い
ん
で
す
が
'
天
プ
ラ
や
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
な
ど
で
は
ふ
つ
う
生
の
ま
ま
調
理
し
ま
す
o

し
か
し
こ
れ
ら
の
料
班
も
孝
J
ほ
し
を
し
て
か
ら

肌
理
し
た
力
が
･
q
い
で
し
ょ
う
O

野
菜
は
､
井
杓
を
作
る
と
き
は
た
っ
ぷ
り
の
水

で
煎
て
材
料
が
群
え
た
ら
汁
を
す
て
'
正
油
た
井

か
ら
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
C
油
妙
め
と
か
'
焼

く
峠
も
ゆ
で
た
即
誉
経
っ
て
下
さ
い
o
生
野
菜

を
ど
う
し
て
も
伐
い
た
い
よ
う
な
サ
ラ
ダ
や
井
物

は
'
全
部
を
生
即
菜
に
す
る
の
で
は
な
く
で
き
る

だ
け
ゆ
で
て
か
ら
仕
え
る
野
菜
を
稚
い
少
出
の
生

野
誉
そ
こ
に
入
れ
て
下
さ
い
o

果
物
は
琴
J
ぼ
し
を
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
し
ま

せ
ん
し
､
ビ
タ
ミ
ン
C
を
孝
h
J
t
O
と
'
生
の
K
の

(
.
l
加
を
非
畔
に
し
た
交
換
炎
を
維
う
と
良
い
で
し

ょ
う
｡
(
"
ど
う
じ
ん
〃
五
日
り
)
た
だ
米
物
は
口
あ

た
り
が
と
て
も
良
い
た
め
'
つ
い
つ
い
食
べ
租
ぎ

て
し
事
ブ
仰
向
に
あ
り
ま
す
｡
東
糊
の
ス
イ
カ
は

二
〇
〇
学
.
ら
い
は
軽
く
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
o

こ
の
糊
合
K
は
二
四
〇
m
g
で
､
バ
ナ
ナ
に
挨
東

し
ま
す
と
中
ぐ
ら
い
の
が
光
本
分
に
な
り
ま
す
｡

冬
の
み
か
ん
も
一
個
正
味
七
〇
阜
三
個
食
べ
ま

す
と
K
が
三
〇
〇
m
g
で
バ
ナ
ナ
に
し
て
中
く
ら

い
の
が
%
本
分
に
な
り
ま
す
o
こ
の
よ
う
に
そ
れ

山
体
は
K
含
出
が
米
物
の
巾
で
は
多
く
な
い
允
品

で
も
北
を
と
る
と
K
を
多
く
と
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
D
こ
れ
ら
の
架
物
の
水
分
も
兇
噂
)
せ
ま
せ

ん
｡

K
の
す
…
い
舎
肌
に
つ
い
て
か
い
て
き
ま
し
た
が

毎
日
の
こ
と
で
す
の
で
そ
の
つ
ど
計
る
の
は
む
ず

か
し
い
と
川
心
っ
た
人
は
､
K
の
権
た
ん
に
･
:
:
川
い
も
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の
を
桃
小
山
し
て
､
生
野
菜
'
果
物
､
畢
｣
ぼ
L
L

な
い
で
食
べ
る
芋
規
を
あ
わ
せ
て
1
日
八
〇
g
ま

で
と
決
め
ま
す
o
湯
と
野
菜
の
K
は
'
吸
収
さ

れ
や
す
い
の
で
l
允
に
八
〇
g
と
る
の
で
は
な
く

の
で
は
な
く
李
匂
ペ
く
分
け
て
と
っ
て
下
さ
い
C

透
析
を
し
て
い
る
人
の
実
状
宛
は
高
K
血
し
ょ

う
に
よ
る
心
牌
仲
止
が
ほ
と
ん
ど
で
す
｡
こ
れ
を

防
く
た
め
に
は
'
K
の
多
い
雑
物
'
野
警
l
違

以
内
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
'
"
ど
う
じ
ん
"

六
ロ
イ
で
¶
い
い
た
衣
一
食
品
群
城
衣
(
ど
ん
な
食
品

を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
,
h
良
い
で
し
ょ
う
)
を
も
と

に
､
枝
分
か
れ
し
て
い
る
孝
丁
五
を
十
分
に
使

っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
'
食
品
を
過
ん
で
食
生
泊
を

す
る
こ
と
で
す
o

(
駐
機
法
人
北
成
城
院
栄
兼
室
　
摘
発
E
=
壬

税
咋
私
は
逮
柿
を
始
め
て
､
も
う
す
く
三
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
･
.
S
t
爪
の
は
じ
ま
り
は
､
巾
の
脆
い
崇
り
仕
邪

か
ら
舵
機
し
て
'
半
年
が
退
き
よ
う
と
し
て
い
た

五
五
年
二
月
の
こ
と
で
し
た
｡
糾
起
き
て
み
る
と

日
が
は
れ
ぼ
っ
た
く
'
ふ
く
ら
は
さ
は
パ
ン
パ
ン

に
射
り
手
は
掘
れ
な
い
ほ
ど
に
む
く
ん
で
い
ま
し

た
｡

こ
れ
は
お
か
し
い
と
'
仕
碑
を
休
ん
で
市
立
桝

院
に
行
っ
て
み
る
と
肝
炎
と
い
う
診
断
を
下
さ
れ

ま
し
た
｡

そ
れ
か
ら
二
週
川
通
年
そ
し
て
二
ケ
月
の
人

院
生
唱
転
職
し
て
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

た
'
g
だ
っ
た
の
で
'
本
採
用
に
t
T
t
.
b
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
H
心
い
な
が
ら
も
､
磐
爪
を
あ
ま
く
み
て

兜
生
か
ら
注
仏
さ
れ
た
租
分
を
控
え
'
無
坤
を
せ

ず
'
作
を
冷
さ
な
い
よ
う
に
'
と
い
う
よ
う
李
)

と
も
魁
院
し
た
後
は
す
っ
か
り
忘
れ
､
接
迎
く
ま

で
テ
レ
ビ
を
鬼
た
り
､
食
中
も
以
前
と
撃
ち
な
い

も
の
を
食
べ
て
い
ま
し
た
o
そ
の
せ
い
か
二
週
間

お
さ
に
す
る
掩
蓋
は
恵
く
李
三
方
で
し
た
｡
そ

●

し
て
l
S
E
刈
を
沈
鐘
的
に
し
た
の
は
､
そ
の
年
の
八

月
'
･
.
S
族
で
蝕
に
旅
行
し
た
こ
と
で
す
C
四
〇

〇
k
m
の
迫
の
り
を
l
人
で
運
転
し
た
た
め
'
札
幌

に
胡
い
て
も
朗
が
ポ
ー
と
し
て
ま
と
も
に
臼
を
あ

け
て
少
く
こ
と
も
で
き
ず
'
滞
在
中
ズ
ー
と
滋
で

い
る
と
い
う
あ
り
蛸
で
し
た
D
こ
の
と
き
1
時
的

に
軽
い
脱
海
蛇
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
川
心
わ
れ
ま

す
o
そ
し
て
一
〇
月
二
四
日
に
は
梢
入
院
し
'
そ

れ
か
ら
は
ウ
ナ
ギ
舛
り
に
根
禿
純
米
は
恐
く
な
る

1
万
で
'
食
中
を
柚
健
に
剃
関
し
て
も
好
松
の
き

ざ
し
は
み
ら
れ
ず
'
そ
の
状
態
に
止
め
て
お
く
こ

と
す
J
品
来
な
い
程
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
o

油
よ
う
と
し
て
も
眠
れ
ず
'
ふ
ら
ふ
ら
し
て
貼
れ

ぐ
妙
く
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
.

t
血
も
人
傑
も
ま
っ
淵
で
'
舘
に
は
き
そ
う
な
状

態
が
続
き
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
事
ブ
の
で
は
な
か

●

ろ
う
か
と
川
心
う
日
々
が
鋭
さ
ま
し
た
｡
そ
し
て
'

忘
れ
も
し
な
い
二
月
二
〇
日
'
ど
う
し
よ
う
も

な
く
な
っ
た
状
態
で
内
科
か
ら
透
析
室
に
障
さ
れ

る
と
､
す
く
前
腕
に
朔
脈
と
静
脈
轟
で
結
ぶ
外

シ
ャ
ン
ト
の
手
術
が
行
な
わ
れ
､
手
術
中
に
は
や

っ
と
こ
の
i
か
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
川
心
い
と
'
退

桁
に
入
る
不
安
が
曲
の
巾
を
描
切
り
ま
し
た
D

通
折
に
入
る
と
､
今
ま
で
悪
い
状
態
に
仰
れ
て

い
た
た
め
'
蒜
紫
が
抜
け
る
に
つ
れ
て
体
の
中
の

バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
は
い
た
り
'
血
比
が
下
が

っ
た
り
で
山
麿
の
状
態
で
し
た
o
そ
の
う
え
一
生

透
析
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
'
そ
れ
に

つ
れ
て
食
中
の
厳
し
い
制
限
と
行
動
の
制
約
を
せ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
'
そ
の
と

き
の
シ
ョ
ノ
ク
は
人
そ
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
｡



私
が
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
に
あ
っ
て
'
甘
族

相
に
瀕
の
ハ
メ
l
特
は
も
っ
と
大
変
な
も
の
だ
っ
た
と

川
心
い
ま
す
C
私
が
通
折
を
開
始
し
た
峠
は
'
#
は

す
で
に
娃
壁
ハ
ヶ
月
'
ガ
は
二
人
口
の
子
供
を
枕

も
う
と
い
う
の
に
'
夫
が
ど
う
号
匂
の
か
判
ら
な

い
中
で
'
安
は
式
の
強
い
人
朋
な
が
ら
も
不
安
の

日
々
を
送
っ
て
い
た
も
の
と
川
心
い
ま
す
｡
そ
れ
て

･
A
P
そ
ん
与
)
と
は
一
一
J
も
云
わ
ず
'
毎
日
蛸
院
に

二
才
の
放
列
を
過
れ
'
惟
渦
を
し
て
く
れ
た
公
に

感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

仕
解
に
お
い
て
も
'
車
の
収
光
を
桃
け
て
い
て

通
軒
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
'
i
在
を
甜
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
‖
心
い
ま
す
o
今
の
職
糊

は
'
肝
炎
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
透
析
'
そ
し
て
収

在
に
至
る
ま
で
半
日
勤
絹
や
係
を
{
=
え
て
く
れ
た

り
'
雑
業
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
配
慮
し
て

く
れ
ま
し
た
｡
職
糊
の
方
々
に
姿
す
る
と
と
も

に
､
転
職
し
て
･
q
か
っ
た
と
‖
心
っ
て
い
ま
す
.

そ
し
て
現
在
､
週
三
凹
'
一
回
五
時
附
の
透
析

も
ほ
と
ん
ど
安
定
し
'
八
年
の
六
月
に
は
逮
析
し

て
姶
め
て
の
堂
山
を
し
ま
し
た
｡
と
て
も
頂
上
ま

で
は
無
理
と
川
心
っ
て
い
ま
し
た
が
'
二
才
の
娘
が

l
人
で
立
っ
て
い
る
の
に
元
範
つ
け
ら
れ
'
な
ん

と
か
d
S
上
ま
で
た
ど
り
前
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
o

安
起
し
た
透
析
が
埋
け
ら
れ
る
体
の
状
態
で
あ

れ
ば
'
立
山
も
無
理
で
は
な
い
こ
と
を
身
を
も
っ

て
知
り
'
医
■
:
.
十
の
進
少
に
鵬
瀞
の
川
心
い
で
す
o
退

所
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
､
姓
記

で
死
ん
で
い
っ
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
考
え
T
O

と
き
､
g
J
た
技
術
の
中
で
透
析
を
B
.
 
'
]
け
I
O
r
J

i
)
が
で
き
る
碑
の
や
せ
と
い
う
他
あ
り
ま
せ
ん
｡

こ
れ
か
ら
も
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
医
‥
十

の
准
歩
に
糊
柏
を
寄
せ
て
､
仕
叫
と
子
供
の
脱
出

●

を
生
き
が
い
と
し
て
'
少
し
で
も
充
炎
し
た
'
悔

い
の
な
い
日
々
を
送
り
た
い
と
川
心
っ
て
い
る
人
′
日

で
す
o

欧
米
で
腹
膜
透
析

利
用
者
が
増
加
中

人
工
町
脱
を
使
用
し
な
い
町
退
所
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
脱
脱
退
析
(
C
A
P
D
)
の
利
用
窮
が
欧
米

で
坤
見
て
い
る
.

昨
年
二
月
'
東
部
で
箭
四
回
回
際
人
工
臓
器

;
.
尤
あ
公
式
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
｢
C
A
P
D
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
が
開
か
れ
た
ご
｣
れ
に

先
立
ち
参
加
し
た
各
凶
の
研
究
令
が
非
小
で
記
者

会
見
を
開
き
'
各
回
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
o

こ
れ
に
よ
る
と
'
米
国
で
は
昨
年
八
月
現
在
八
〇

(
‥
0
人
の
作
不
全
賓
が
c
A
P
D
を
利
用
し
て

い
る
と
推
漣
さ
れ
て
お
り
t
 
l
九
八
五
年
に
は
l

万
1
千
人
に
通
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
o

カ
ナ
ダ
で
は
二
九
八
二
年
l
二
月
現
在
で
'

適
所
婁
三
五
一
八
人
の
う
ち
一
二
三
二
人
(
三

四
%
)
が
利
用
中
o
ま
た
英
国
で
は
'
全
通
析
恐

令
の
二
六
%
二
一
8
人
)
が
利
用
し
て
い
る
0

し
か
し
'
ド
イ
ツ
で
は
､
ま
だ
二
%
く
ら
い
で
利

用
率
は
低
い
｡

c
A
P
D
は
'
胸
腔
の
中
に
プ
ラ
ス
ナ
ノ
ク
･

チ
ュ
ー
ブ
を
坪
見
込
み
へ
こ
れ
を
通
じ
て
脱
脂
に

透
析
瀬
を
入
れ
､
腹
膜
を
利
用
し
て
通
k
u
終
丁

す
る
と
チ
ュ
ー
ブ
を
通
じ
て
透
析
梢
を
体
外
に
出

し
'
輔
び
透
析
渦
を
入
れ
る
と
い
う
町
道
析
シ
ス

テ
ム
o
二
q
の
通
析
液
が
入
っ
た
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
の
プ
ラ
ス
チ
ノ
ク
･
.
(
ノ
ブ
が
偶
発
さ
れ
た

の
に
伴
い
甘
庭
述
析
で
の
利
用
者
が
竹
蓬
に
増
え

た
o

批
准
市
販
化
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
､
チ
ュ

ー
ブ
に
プ
ラ
ス
ナ
ノ
ク
･
バ
ノ
ブ
を
取
り
付
け
て

透
析
姫
を
入
れ
'
終
わ
る
と
チ
ュ
～
プ
渦
の
ネ
ジ

を
締
め
､
空
に
な
っ
た
パ
ノ
ブ
は
巻
い
て
体
に
付

け
て
お
く
e
透
析
が
終
了
す
る
と
パ
ノ
ブ
に
透
析

渦
を
探
し
､
パ
ノ
ブ
こ
と
廃
棄
'
新
し
い
パ
ノ
ブ

に
耶
り
埠
え
る
0
こ
れ
を
‥
日
三
～
五
回
行
う
O

ま
た
'
チ
ュ
ー
ブ
は
月
に
一
同
く
ら
い
交
換
す
る

わ
が
国
で
は
.
C
A
P
D
は
1
昨
年
十
月
に
柄

院
で
の
他
用
が
許
可
さ
れ
た
｡
昨
年
九
月
来
秋
在

で
'
二
〇
〇
施
設
で
七
C
O
入
貢
逮
析
箕
の

1
･
四
%
)
が
利
川
中
と
い
う
｡
来
小
女
子
政
大

町
牌
総
人
良
蝶
セ
ン
タ
ー
教
授
の
太
田
和
夫
氏
に

よ
る
と
｢
血
糖
通
折
に
比
べ
透
析
が
戯
警
の
で
'

体
鞘
が
良
い
と
巷
を
述
べ
る
利
賀
も
多
い
｣

そ
う
だ
o
た
だ
'
わ
が
凶
で
は
･
 
l
農
透
析
に
こ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
は
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず
'
こ
の

点
が
北
‖
及
の
肋
げ
に
な
っ
て
い
る
｡
だ
が
'
本
年

三
月
1
日
か
ら
の
診
蝶
報
酬
の
改
延
で
､
保
健
の

遠
川
が
空
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

こ
れ
に
よ
っ
て
'
(
′
後
t
 
c
A
P
D
の
作
用
が

増
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
｡

盲
総
メ
イ
デ
ィ
カ
ル
T
E
:
九
旦

道
の
腎
移
植
セ
ン
タ
ー

市
立
札
幌
病
院

設
置
本
決
ま
り

市
十
八
札
幌
蛸
院
(
斯
波
院
生
に
町
移
枇
セ
ン

タ
-
が
は
冊
首
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
札
幌
巾
が

二
円
十
三
日
に
碓
炎
し
た
t
S
l
二
次
五
カ
年
t
.
仰

言
十
九
年
雌
か
ら
六
十
三
年
g
)
に
盛
り
込
ま

れ
た
も
の
で
'
す
で
に
九
十
九
年
峻
L
甘
寒
に
和



男
e
:
が
計
上
さ
れ
て
い
る
｡

阿
セ
ン
タ
-
は
､
咋
移
榔
希
男
者
の
血
婚
型
､

体
餌
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
中
背
理
､
町
松
伏
が
あ

っ
た
均
合
､
全
凶
の
セ
ン
タ
-
か
ら
婆
口
賓
を

抽
出
す
る
シ
ス
テ
ム
o

町
移
柚
セ
ン
タ
ー
が
市
立
蝕
病
院
に
決
ま
っ

た
の
は
'
①
院
内
に
肝
セ
ン
タ
ー
(
五
十
四
年
開

墾
が
あ
り
'
ス
タ
ノ
ブ
､
檎
充
施
段
が
充
実
し

て
い
る
㈲
移
析
希
只
者
の
半
数
が
沼
患
周
に
い
る

-
1
号
ど
の
理
由
に
よ
る
O

同
病
院
で
は
八
月
間
段
に
向
け
て
､
年
度
明
け

=
T
々
の
四
月
か
ら
聯
儒
作
柴
に
入
る
方
戦
費
止

当
初
は
'
道
内
の
移
柄
箱
瑚
吸
着
の
デ
ー
タ
収
塊

が
中
心
と
な
る
o

移
始
手
術
に
は
'
泌
尿
器
科
､
付
内
村
を
は
じ

め
'
外
科
'
胸
部
外
科
､
検
査
料
'
救
急
医
襟
部

の
佃
門
医
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
編
成

さ
れ
る
と
い
う
｡

ま
た
'
年
年
五
月
に
は
｢
北
海
追
付
バ
ン
ク
｣

が
設
立
さ
れ
る
千
･
T
従
っ
て
'
移
柄
セ
ン
タ
ー

と
f
:
パ
ン
ク
の
設
立
に
よ
り
奉
迎
の
爪
‖
移
柄
体
制

が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
三
月
二
十

日
逝
医
村
新
聞
)

一
割
負
担
に
救
済
対
策
協
議

事
務
局
移
転
'
事
務
局
長
代
行
へ

運
営
委
員
会
で
決
る

本
誌
=
=
後
の
迎
:
I
:
春
1
 
1
分
(
出
僻
十
五
里

が
去
る
上
月
二
十
八
日
'
札
鵬
市
の
牡
蛸
セ
ン
タ

-
で
糊
か
れ
た
｡

健
伽
改
打
が
職
々
の
忠
類
の
強
い
戊
対
迷
勅
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
ほ
ぼ
山
別
れ
杓
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
肌
吸
の
中
で
だ
け
に
嘩
:
H
.
番
目
の
餌
さ

ん
の
各
地
か
ら
の
不
渦
意
見
が
絞
出
し
'
他
作
%
'

瓜
の
北
々
に
は
余
り
も
大
き
な
関
越
だ
け
に
t
 
I

別
れ
松
を
ど
の
よ
う
に
泊
消
し
て
行
く
か
､
山
応

相
生
粥
は
t
 
l
別
れ
粒
に
対
し
て
は
相
子
と
朕
蝶
を

過
川
す
る
と
非
公
式
に
お
例
し
て
い
る
も
の
の
'

多
く
の
通
析
施
段
は
'
こ
の
狩
唯
機
関
に
な
っ
て

お
ら
ず
､
七
月
の
施
行
ま
で
に
解
決
し
な
け
れ
ば

奉
ら
な
い
川
越
を
か
か
え
､
今
後
と
も
中
央
紳
輔

を
ね
ぼ
り
づ
よ
く
､
進
め
る
中
を
確
認
し
た
｡
さ

ら
に
'
札
幌
市
の
市
立
碗
院
に
B
j
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
地
力
町
移
輔
セ
ン
タ
-
の
進
み
Z
.
谷
'
さ

ら
に
池
内
各
地
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
関
越
も
道

内
地
力
の
机
著
に
は
大
き
な
関
心
懸
だ
け
に
､
(
∫

後
の
耶
り
組
み
も
協
消
さ
れ
た
｡

●

ま
た
'
.
J
j
i
H
e
笠
が
･
i
l
遥
さ
れ
て
い
る
町
バ
ン

ク
も
'
♪
滋
の
二
千
方
円
の
鵜
食
も
恥
ま
っ
た
と

の
解
で
'
そ
の
中
に
賀
代
点
も
押
碑
に
カ
ー
ー
わ
り

へ
′
後
の
巡
:
H
に
当
っ
て
'
砦
の
芯
妃
も
反
映
さ

せ
る
雅
が
必
紫
で
あ
る
と
の
岬
議
か
ら
'
?
:
･
>
.
郵

捕
食
に
働
き
か
け
る
中
と
し
た
o

砧
年
行
な
わ
れ
て
い
る
は
人
.
1
拙
戦
滞
銘
及
び
雑

食
に
つ
い
て
の
紬
i
:
]
が
ま
と
め
ら
れ
'
例
年
の
i
=

城
取
対
策
川
合
絹
鰍
は
黙
名
瀬
*
l
方
欠
朗
.
筋

金
総
御
百
四
十
万
円
余
'
プ
ロ
ソ
ク
浦
的
頒
食
と

し
て
､
五
十
二
万
円
余
'
追
付
鴨
分
七
十
山
万
円

余
'
全
町
協
二
十
l
万
円
余
と
な
っ
た
D

山
根
に
'
郵
相
局
体
制
に
つ
い
て
'
昭
和
托
十

左
咋
か
ら
心
痛
局
=
Z
と
し
て
'
会
#
:
～
:
′
1
に
頑
破
っ

て
こ
ら
れ
た
阿
部
氏
が
'
無
椎
を
し
た
た
め
､
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ノ
ブ
が
か
か
り
､
締
出
し
た
い
日
の

申
し
出
が
あ
り
､
会
と
し
て
も
､
止
む
お
え
ず
幹

琳
人
山
決
止
ま
で
'
会
を
日
脚
に
碓
:
:
I
:
す
る
た
め
'

代
行
を
近
く
こ
と
に
な
り
､
札
鵬
市
の
中
村
借
夫

哩
:
:
I
:
奇
日
が
越
任
さ
れ
た
｡

ま
た
'
現
在
の
佐
々
木
ビ
ル
に
あ
っ
た
解
消
局

は
'
阿
部
氏
が
藁
の
ガ
も
閉
錦
す
る
の
で
'
移

転
す
る
必
啓
が
あ
り
'

札
軍
丁
央
区
南
七
集
西
八
丁
日
(
竜
田
通
り
)

t
繕
八
〇
二
)
五
二
丁
〓
八
一
五

に
と
り
あ
え
ず
設
け
る
塀
に
し
た
｡

な
お
､
全
体
幹
解
合
は
四
月
'
五
十
九
咋
健
総

会
は
五
日
に
悦
服
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
｡

●

編

賃

急

⑳
我
々
の
ハ
ガ
キ
抗
嘩
同
会
泊
鰍
黙
名
や
筋
金

食
川
反
対
党
ぶ
､
鉄
壁
7
■
モ
'
相
知
S
:
座
り
込
み

と
朝
蹴
っ
た
が
'
川
は
l
別
れ
川
を
強
い
る
か
ま

え
だ
｡

◎
二
刑
･
L
t
l
別
ま
で
下
げ
さ
せ
た
｡
し
か
し
同
は

こ
れ
以
上
は
無
理
と
云
う
｡
あ
く
ま
で
十
割
給
付

ま
で
b
-
射
ろ
う
C

◎
万
が
T
.
1
測
れ
如
と
な
っ
た
咋
我
々
1
日

お
き
に
･
桝
院
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
専
ら
な
い
佃
性

辛
は
'
多
大
の
仇
杓
を
作
れ
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡

◎
相
生
S
:
は
'
一
別
れ
桝
は
相
生
挺
蝶
を
適
用
す

る
と
亭
っ
O
相
淫
長
け
て
な
い
施
設
で
送
析
す

る
翁
は
ど
う
李
匂
C
半
数
が
外
さ
れ
る
e

偽
菜
摘
滋
の
確
d
X
は
､
ど
う
し
て
も
阿
仰
山
成
別

便
を
適
川
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

⑳
さ
ら
に
､
碓
動
姦
め
て
'
安
心
し
て
的
棟
が

埋
け
ら
れ
る
ま
で
全
人
R
H
の
t
B
:
の
努
力
を
お

鰍
い
し
た
い
o

◎
四
月
十
四
.
十
九
日
に
研
鰭
を
凍
ね
で
幹
和
人
鞘

を
開
く
T
i
･
:
y
(
′
年
の
総
会
は
先
月
を
芸
し
て

い
る
｡

◎
少
し
つ
つ
､
竹
.
に
も
水
分
が
多
く
な
っ
て
き
た

よ
う
な
t
i
が
す
る
G
非
の
(
メ
l
配
だ
ろ
う
か
､
仰
ー
ど

け
の
岬
は
氾
旅
が
想
い
'
骨
折
に
は
十
分
ご
窪
地

の
ほ
ど
､
元
ハ
刈
て
群
を
迎
え
た
い
o



透析の分野では数多くの重要な

進歩がありまもなかでもJ.Mom

criefとFI Popovichにより1975年

に発案されたContinuous Am-

bulatory Peritoneal Dialysis

(cA PD)は､生命を維持する透析

装丑から初めて患者さんを切り離

すという点で他の開発とは異なる

革命的な菓鎌といわれていまIr.

今回はCAPDが日本で普及して

いく上で大変重要な院内体制づ

くりとCAPDに適した患者選択に

ついて､ Dr. MoncriefのアrJくイ

スを中心に話を進めまLJ:う｡

Dr. Moncriefに聞く-

● l苑内体制のポイントは何ですか?

まiLcAPDE=関する情報を凍iめること､それ

にCAPD鋸法を開始する際､十分(こ患者

さんのかl練が行なえ引盲頼できる昔接姑を

選択することです｡しかしよい屯稚始が全て

よい救師というbけではlLく､茶托的な性1枚

と知弘の両方が立要で1.1実姉と奇相姑が

tA力して十分I=姐絶化したプログラムを作

成Lます｡その中には根株炎発生時の対処

法. ,Yツ〆凌換.カテ-テルケア･チ1-ブ安.漁の積i革化.患者枚

帝のカリキュラムとそL･)ち.上.緊急時の対策といった･ことを系統的に

含めなくてはTJりません｡

● CA POを中断してHDに戻す息者さんを具体的L:あ状その点

から息者選定L=ついてお閃かせください｡

CAPDからHDlニ変えるの(=は2つの理由があって､その一つは患

者さん自身がCAPDを･森■宅していない場合て: 1=とえばカテーテル

が職位から出てきているのがいやだという患者さんもありまIT.また

l日4回の輔交換に抵抗を怒じる人や透析七㌢ダーt=行くことが楽

しみで:友人にあっT.,･ウ､トランプをしたり､生活株式そのものが上蓋

析センターを中心として営まれている場合にはCAPDを好みませ

ん｡洲紙の段階で非井に良かっf=2人の恵一行さんは有産l=瞑り

自分で透析を行TLわなければTLらないということで払独歩L:苛TL

か1うつ:扶姓になってしか,CAPDを中止した例もありま~に我々の

見解ではCAPDL=瓜も適応する患者さんは血碓透析を短期間

かもしくは､まっ1=く行TLっていfLかった人fごと思いまIfI.というのは.こう

いっ[=人々は血液透析l二よる制約t =まだ自分1=ちの生活様式を適

応でさ'く仕事や友人を持ち京成との生活も十分乗しんでいるか(,I
lT.しかし血椛透析を行11うとこういっ1=ことが取り除かれてしまいま1.

日本においでは透析センターが近Lので度々椛l :訪問しliがらィ欠

執=生活のJJlを広I Tてし<ことで解決できると思いよももう一つの理由

は喋喋炎が再発する場合です｡しかも弗TJ.･っf_･細L軌=1り再発す

る枚頼炎でIT.同L'細雨に1各回L'感健の杜梓炎は患者さんの玖

ちではTJ:くカフが惑独している1=め(:発生しよIT. 1.･とえば半年間(:

3回も1枚稚炎が発生:すると【宜師だけでfjく恐竜さん自身tIlF兼E:

諸阻し, CAPt)をやめて血補遺qrl:罷りた.いということにTJL･○まIT.

もし1年間(=､CAPDを行なっている患者さんの半枚以上が牧

喋炎を発生するという状甥であれば､ ZIll棟プt'グラム(=何らか

の払ちかあると思います｡プt'グラムが成功理に実行されるf=め

(二は十分に`帆韮(こす十画されf=訓練が必要てここれを通L'て医師

と昔時姑が非常t=J:くまとまI,'f_･形で無菌抜作(=rq.TるtR報を患

者さんに与えることが必要でもCAPDフbグラムは医師の方々が

定期的(=忠青さJtの管理lニ参加しないと成功しません｡以上述べ

1_lことかちもおわかりになるようt:､ CAPDでは患者さんの述訳が非

恥二重要で七特t=新しくCAPDを始める時のJL者iZl訳はI

事です｡最初1=述べた上うl:F完内の体81Jを隻11= L,､次の段階

て1ま1い点者さんと思われる方を2-3人選択しま1.この際､血液

透析て■失敗し′こ患者かしを対象にじ⊂CAPDを開始すふユを避けて

下さt l｡′ごとiJl盲Elの碕環拙者さんから開始すると看確姑もあま

り成功しないtJろうL払う.rLlう｡東端な血管Ff智を持っていて,

血管確保が不可能な患者さんの場合は.独自の透析補の交

換ができないので進択すべきではありません｡ですか(,十分t=

計画的l=CAPDフIt)グラムを開始してい[_111き1=いと.陰毛しま寸｡

つまり非鰍二五第な患者さんが現われて他の代替的Ti方法が

見つからないので架息措盃として開始することは避けていた･lJきた

いので1.2-3人の.e者さんi･逝んr名;事始と医師と共同で患

者さんを訓練し.その.e者さんから色々TLことを学JTことで･T. 3-

4ケ月かけてフォローアYプを行ない完全l=少人政の患者さん(=対し

成功を治れその後人数を糊やしていくことで1.というのは何らか

の訓練上のミスがあって2-3人の患者さん(=合併症がおき1_･場

合､これは帯革(:治療できまITt, Lかい寸.FF的l=10-15人の.忠-i

さんで基本的なミスを犯してしまうと合併症や間組を解決するた

めlニ多忙L=1Lり再発防止のf=めlこブE)グラムの再号音戒をする時

間もlJくTiりま~先もLこの1うな方法に従ってもらえば.点者さんは

CAPDで自己逮折を行riい.最適1j逮析患者にTLりiA足される

と保降します_

Dr. MoncrleEは. CAPD専入(=あf_-っての院内体制と患者選定

l=ついて以上の⊥うL=述べていま~た院内体制では系統的TJ:プt7

グラムの必要性を姓押しておL,れましたか【具体的には必要設備

の他に緊急時(=おける24時間体制､施設内での曙喋炎治1崇

法の確立がゐITL,れま+.ま1=患者過二三は､特に新しくCAPDを･

始める時が大切15と述べていま1こ患者弘の問題点は何か.CAP

D(二適応するかどうかの判断が大切で特l :患者M柵神面の判

断を個々の院内で行11'う必要があります｡自己管矧二問題がある

かどうかをJ河ペal二は.CMI健康詞糞. YG性格検査.内田クレペ

リン柵神検査Tiどや.医師との面接を行ないま11以上のように院

内での恐竜j姓'LL-jEは.叫人前の大きな比重を占めでいるのでt

日本トラペノールはCAPDlニおけるQL!晶供給のみliらすCAPDI井

大病院の1_'めの医師及びスタッ7.患苛-の赦斬i:8rL帝人後の

フォロー7ップ体制なt'トータルrLCAPDン･ステムを用意していま~㌔

(

Dr Moncrlef 〔Y見AI書r11EE学78士)　●1936年ID月I IEl生まれ

46才テキサス州,re-マント出身● 1973年テキサス大学医学恭教練

牡任●I975年CAPDJt法即発●現在オースチンダイア='ノスティ

ック･クリニソク血.年並凍･YR移付担也BSA

え-Cie-Et-B=藍.
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㊦笥i蒼

再生セルロースは､新世代へ｡
マイクロポアが数オングストローム拡大一新世代の再生セルロース｡

lL/'tt-17

も　～,～
ホローファイバーのマイクロポアを　　●中分子t物質だけでなく､低分子t物軌こ対してt,す

ぐれた.また安定した透析性能を発揮するため.透析に牒

当社従来品より数オンダストロ-ム大き　して苦痛を訴える症例への良好な適応も期待できますh

くした自社開発の新フ74バーを採乳　　　如_ファイバ_型舛アライザ_

膜厚を薄くすることなく(約12ミクロン,　ワリラ⊃loM｡DETAFシIJ-I

性能を一段と向上させました｡　　　　オートクレーブタイプ　0.6m2/08,nZ/1.0m2/1.2m2

旭光元株式会社テルモンヤハン　東京都渋谷区挿ヶ脊2144-I ℡os(374)8184　製毛元･テ)L,モ株式会社　東東都渋谷区頼ヶ谷2-44-I

㊦.テルt TERUMOタリラ/スはテルモ珠式会社の王糾すてす｡ ⑬テルモ株式会社.二の広告の鮎についての★榊11軸テ,Lモンヤ′'ン本革tてこ附くださtt,
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